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季
轟
難
羅
騨
、

　
　
　
　
　
難
　
，
繍

騰
　
，
嚢
繋
町
市
長
期
発
展
計
画
策
定
に
着
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
1
9
年
）
の
目
標
人
ロ
は
4
万
5
干
人

　
市
で
は
、
6
月
か
ら
「
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
」
の
策
定
作
業

を
始
め
て
い
ま
す
。
長
期
発
展
計
画
（
総
合
計
画
）
は
、
市
の
将
来
構

想
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
市
の
仕
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
が
作
成
す
る
個
別
計
画
は
、
す
べ
て
こ
の
計
画
を
上
位
計
画

と
し
て
調
整
・
策
定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
・
県
に
対
し
て
も
市
の

進
む
べ
き
方
向
を
示
し
、
協
力
と
支
援
を
要
請
す
る
根
拠
と
し
て
活
用

し
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
長
期
発
展
計
画
と
昨
年
度
か
ら
策
定
作

業
に
入
っ
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新長期発i展畿圃

都
市
計
画

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
福
祉
計
画
封

　
　
　
　
　
　
　
　
れ

農
業
振
興
　
　
　
　
ら

　
　
地
域
整
備
計
画
と

　
　
　
　
　
　
　
　
が

森
林
整
備
計
画

防
　
災
　
計
　
画

公
共
下
水
道
計
画

社
会
教
育
計
画

※
な
ど
、
市
が
策
定
す
る

　
　
　
す
べ
て
の
計
画
（各個別計画の中で整合性

計
画
の
位
置
付
け
・

　
　
　
　
　
　
期
間
・
構
成

　
長
期
発
展
計
画
は
、
簡
単
に
言
う

と
十
日
町
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
最
上

位
計
画
で
す
。
長
・
中
期
的
な
ま
ち

の
ビ
ジ
ョ
ン
（
将
来
像
）
を
描
き
、

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
を
計

上
し
、
そ
れ
に
対
す
る
財
源
配
分
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
短
期
的
に
は

事
業
の
優
先
順
位
を
決
定
し
、
予
算

編
成
の
指
針
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

他
の
個
別
計
画
は
長
期
発
展
計
画
を

上
位
計
画
と
し
て
調
整
さ
れ
ま
す
。

（
上
図
参
照
）

　
今
回
策
定
す
る
計
画
（
基
本
構

想
・
基
本
計
画
）
の
期
問
は
、
平
成

10
年
度
～
1
9
年
度
ま
で
の
1
0
年
問
で

’
丸

す
。
ま
た
、
基
本
計
画
は
前
期
5
年
、

後
期
5
年
に
分
け
て
策
定
さ
れ
ま
す
。

　
計
画
の
構
成
は
、
基
本
構
想
と
こ

れ
に
基
づ
く
基
本
計
画
及
び
実
施
計

画
の
3
部
構
成
で
す
。
基
本
構
想
で

は
、
市
の
進
む
べ
き
将
来
像
と
将
来

指
標
を
明
ら
か
に
し
、
目
標
達
成
の

た
め
の
施
策
の
大
綱
を
定
め
ま
す
。

　
基
本
計
画
で
は
、
基
本
構
想
に
定

め
ら
れ
た
施
策
の
大
綱
に
基
づ
き
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策

を
体
系
的
に
示
し
ま
す
。
ま
た
、
国

や
県
を
含
め
た
実
施
事
業
も
明
ら
か

に
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
実
施
計
画
で
は
、
基
本
計

画
に
定
め
ら
れ
た
施
策
の
実
施
を
、

現
実
の
行
財
政
運
営
の
中
で
年
度
別

に
明
ら
か
に
し
ま
す
。
こ
の
実
施
計

画
は
、
3
か
年
の
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

で
、
毎
年
度
行
わ
れ
る
予
算
編
成
の

指
針
に
も
な
り
ま
す
。

策
定
の
趣
旨

　
現
在
の
長
期
発
展
計
画
は
、
平
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

元
年
に
「
交
流
を
通
し
若
者
が
活
き

づ
く
産
業
文
化
都
市
」
を
将
来
像
に

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
中

で
は
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、

北
越
北
線
整
備
を
重
点
事
業
に
取
り

組
み
、
交
流
を
通
し
て
若
者
が
定
着

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　
策
定
か
ら
約
8
年
が
経
過
し
、
こ

の
問
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
経

済
の
長
期
低
迷
、
価
値
観
の
多
様
化
、

情
報
化
、
国
際
化
、
地
方
分
権
の
動

き
な
ど
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し

て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
全
国
的
な

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

高
齢
化
、
少
子
化
は
、
特
に
当
市
に

お
い
て
将
来
的
に
重
要
な
問
題
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会

情
勢
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
、
当

問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
北
越
北
線
開
業

を
契
機
に
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
す
る
た
め
、
新
長
期
発
展

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
民
の
意
見
・
提
案
を

　
　
　
　
　
取
り
入
れ
ま
す

　
長
期
発
展
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
の

最
上
位
計
画
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

市
民
総
意
を
反
映
し
た
も
の
に
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
行
い
ま
す
。

■
市
民
参
加

①
市
民
検
討
委
員
会
（
P
5
別
表
）

　
を
設
置
し
ま
し
た
。

②
市
民
と
語
る
日
（
市
内
1
6
会
場
で

　
実
施
済
み
）
、
中
学
生
と
の
懇
談

　
会
、
暖
和
室
、
市
長
へ
の
手
紙
な

　
ど
で
市
民
要
望
を
把
握
し
ま
す
。

③
約
3
千
人
を
対
象
に
し
た
ま
ち
づ

』

』

舳㈱一

◆
実
施
日
　
平
成
8
年
7
月

◆
対
象
人
数
　
2
う
9
8
3
人

◆
回
収
数
1
、
6
4
2
人

　
（
男
8
1
0
人
、
女
8
3
2
人
）

◆
回
収
率
5
5
・
0
％

　
（
男
4
9
・
3
％
、
女
5
0
・
7
％
）

■
性
別
・
年
齢
・
職
業
・
住
ま
い

　
性
別
で
は
ほ
ぼ
同
数
。
年
齢
で
は

40

歳
代
が
最
も
多
か
っ
た
。

■
ま
ち
全
体
の
印
象
に
つ
い
て

　
い
つ
も
愛
着
を
感
じ
る
と
い
う
市

民
が
約
4
割
を
占
め
る
反
面
、
ふ
る

さ
と
と
し
て
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
市
民
も
多
く
、
こ
こ

10

年
問
の
変
化
の
少
な
さ
や
活
力
の

　
　
　
　
き
　
　
ぐ

衰
退
へ
の
危
惧
を
感
じ
、
人
口
増
を

望
む
市
民
の
声
が
多
い
。

　
自
然
と
四
季
、
そ
ば
を
中
心
と
し

た
食
文
化
に
対
す
る
誇
り
の
高
さ
と
、

住
民
の
入
れ
替
わ
り
が
少
な
く
、
近

隣
と
比
較
的
安
定
し
た
関
係
が
築
け

て
い
る
と
い
う
意
識
が
目
立
っ
た
。

し
か
し
、
交
通
、
教
育
・
文
化
、
就

労
機
会
、
将
来
の
発
展
へ
の
不
安
な

ど
、
都
市
と
し
て
の
充
実
に
不
安
を

持
つ
人
が
多
い
。

■
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て

①
自
然
環
境
に
お
い
て
は
普
通
と
す

る
回
答
が
多
か
っ
た
。

②
ゴ
ミ
の
収
集
状
況
、
車
の
騒
音
振

動
に
つ
い
て
は
普
通
と
す
る
回
答
が

多
か
っ
た
。
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く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
（
結
果
は
下
段

　
に
掲
載
）
を
行
い
ま
し
た
。

■
各
種
提
言
の
導
入

①
十
日
町
2
0
0
5
年
委
員
会
の
提

　
言
を
計
画
に
反
映
し
ま
す
。

②
市
議
会
及
び
各
種
委
員
会
・
団
体

　
な
ど
の
意
見
を
反
映
し
ま
す
。

■
行
政
に
お
け
る
体
制

①
「
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
策

　
定
委
員
会
」
、
「
専
門
部
会
」
を
設

　
置
し
、
全
庁
体
制
で
計
画
策
定
を

　
進
め
ま
す
。

②
職
員
か
ら
の
提
案
を
計
画
に
反
映

　
し
ま
す
。

将
来
像
と
墓
本
目
標

　
新
長
期
発
展
計
画
の
基
本
構
想
で

は
、
市
の
将
来
像
を
「
や
さ
し
さ
と

ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
活
力
あ
ふ
れ
る

都
市
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

自
然
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り
、

さ
ら
に
、
ふ
れ
あ
い
と
活
力
に
満
ち

た
都
市
環
境
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

す
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
本
構
想
に
盛
り
込
ま
れ
る

基
本
目
標
（
施
策
の
大
綱
）
は
、
次

の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る
都
市

　
基
盤
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

②
活
力
に
満
ち
未
来
を
拓
く
産
業
づ

　
く
り

③
豊
か
な
心
と
創
造
性
を
育
む
人
づ

　
く
h
ソ

④
安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
な
生
活
環
境

　
づ
く
り

⑤
健
や
か
で
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
た

　
福
祉
社
会
づ
く
り

⑥
ふ
れ
あ
い
が
織
り
な
す
交
流
ネ
ッ

　
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
特
に
⑥
の
基
本
目
標
は
、
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
開
業
、
北
越
北
線
の
開

通
な
ど
に
よ
る
交
流
が
も
た
ら
す
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
新
規
の
項
目

に
な
り
ま
す
。

目
標
人
ロ
（
平
成
1
9
年
）
は

　
　
　
　
　
　
4
万
5
千
人

　
将
来
像
、
基
本
目
標
と
合
わ
せ
、

人
口
の
推
計
は
大
切
で
す
。
人
口
の

増
減
、
年
齢
別
構
成
な
ど
は
そ
の
町

の
活
力
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も

言
え
ま
す
。

　
今
回
設
定
し
た
4
万
5
千
人
と
い

う
数
値
は
、
コ
ー
ホ
ー
ト
法
（
国
勢

調
査
の
性
別
、
5
歳
階
級
別
に
生
存
、

出
生
、
移
動
に
よ
る
変
動
を
推
計
し
、

5
年
ご
と
の
人
口
を
推
計
す
る
方
法
）

に
よ
る
推
計
で
す
。
た
だ
、
最
近
の

住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
人
口
減
少
が

鈍
化
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
補
正
を
行
い
、
さ
ら
に
定
住
人

口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
展

開
す
る
と
い
う
期
待
値
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

員
嘲
　
翻
嚴
翻
　
長
事
鱒
脹
長
長
長

委
那
　
　
離
楼
離
鑛
議
灘
轍
難
購
麟
鑛
鍛

金
灘
報
報
湘
糊
報
湘
細
欄
輔
報
糊
齢
細
相
相
調
蝋
蠕
粥
擁

総
坪
当
恥
期
実
男
明
明
義
一
皿
男
雄
雄
雄
敬
勇
男
畜
イ
子
代
子
子

肺
附
鰹
　
　
一
利
　
定
貫
健
寛
哲
昭
秀
　
益
英
良
、
、
、
佳
千
幸
良

日
采
藤
暴
欝
鐸
藤
身
藤
蓑
野
欝
田
澤
身

十
　
斎
佐
樋
杢
群
宮
水
近
尾
柳
佐
高
槍
佐
滝
原
山
宮
尾

新十日町市長期発展計画
　　　　　策定市民検討委員

　　　（任期＝平成8月10月1臼～9年3月31目）

委員は、十日町市都市計画マスタープ

ラン策定委員会（P5）委員の田村憲一

さん以下14名。

　
第
1
回
審
議
会
の

　
　
　
　
　
議
事
録
か
ら

竹
内
委
員
”
前
回
計
画
で
の
5
万

人
と
い
う
目
標
と
実
際
の
数
値
の

か
い乖
離
は
ど
こ
に
理
由
が
あ
っ
た
の

か
。
実
際
の
推
計
は
ど
れ
ほ
ど
だ

っ
た
の
か
。
原
因
と
し
て
は
、
社

会
情
勢
の
変
動
な
の
か
、
期
待
値

が
過
大
過
ぎ
た
の
か
、
き
ち
ん
と

整
理
す
べ
き
だ
。

本
田
市
長
”
推
計
上
で
は
4
万
7

千
人
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
5
万
人

を
目
標
と
し
た
。
こ
れ
は
で
た
ら

め
と
い
う
よ
り
も
、
目
標
を
あ
る

程
度
高
い
と
こ
ろ
に
掲
げ
て
お
か

な
い
と
計
画
も
立
て
に
く
い
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
。
当
時
も
気
持

ち
の
中
で
は
「
減
る
の
で
は
」
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
計
画
と

し
て
は
5
万
人
を
目
指
そ
う
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
今
回
の
4
万
5
千
人
も
、
前
回

よ
り
も
控
え
目
で
は
あ
る
が
や
は

り
か
な
り
の
期
待
値
を
含
ん
で
い

る
。
あ
ま
り
期
待
値
と
言
う
と
責

任
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
も
困

る
の
で
、
目
標
を
掲
げ
た
以
上
は
、

必
ず
実
現
す
る
覚
悟
で
達
成
に
努

力
し
た
い
。

　
③
防
犯
風
紀
、
消
防
救
急
体
制
に
つ

　
い
て
は
普
通
と
す
る
回
答
が
多
か
っ

　
た
。

　
④
公
園
整
備
、
駐
車
違
反
、
道
路
除

　
雪
、
歩
道
・
道
路
の
整
備
状
況
に
つ

　
い
て
は
、
不
満
と
す
る
回
答
が
か
な

　
り
多
い
。

　
⑤
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、

　
集
会
所
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
施
設
に
関

　
し
て
は
、
普
通
と
す
る
回
答
が
多
か

　
っ
た
。

　
り
不
満
の
多
い
結
果
と
な
っ
た
。

②
産
業
面
で
は
、
農
業
後
継
者
対
策

　
（
農
業
）
、
駐
車
場
整
備
（
商
業
）
、

成
、
技
術
向
上
（
工
業
）
が
多
か
っ

　
た
。③
観
光
面
で
は
、
全
体
に
ば
ら
け
た

回
答
と
な
っ
て
お
り
、
方
向
性
を
模

索
中
の
感
が
あ
る
。

④
教
育
文
化
振
興
策
で
は
、
生
涯
教

育
、
義
務
教
育
、
高
等
教
育
の
充
実

が
多
か
っ
た
の
に
加
え
、
施
設
充
実

　

　㎜㎜
⑥
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
公
共
交
通
機
関
、

　

欝
療
関
係
施
設
に
つ
い
て
は
・
か
な

　㎜

⑦
買
い
物
施
設
と
い
う
問
い
に
関
し

　

㎜
て
は
、
商
店
街
と
大
型
ス
夫
－
と

．
に
回
答
が
ば
ら
け
た
。

㎜
三
れ
か
ら
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き

㎜
も
の
に
つ
い
て

㎜
①
就
業
機
会
、
教
育
・
医
療
・
福
祉

㎜
　

㎜
の
充
実
、
文
化
活
動
施
設
、
公
園
・

㎜．
道
路
整
備
、
医
療
機
関
の
充
実
を
望

　

｝㎜
む
声
が
多
く
、
福
祉
施
設
で
は
高
齢

㎜
者
向
け
施
設
の
充
実
を
望
む
声
が
高

㎜
ぼ

㎜
か
っ
た
．

．
新
産
業
育
成
、
企
業
誘
致
、
人
材
育

㎜ 　　　　　　　　　　　　　　鮒戸　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　淵　　　　　　　　　　　　　榊艀　　　　　　　　　　　　引聯　　　　　　　　　　　　糟　　　　　　　　　　　　｝醒　　　　　　　　　　　2幹　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　“i榊　　　　　　　　　　榊削　　　　　　　　　糟　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　一輔　　　　　　　㎜　　　　　　㎜　　　　㎜　　㎜㎜　　鰍㎜㎜
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騨
轍

難
，灘
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　《

蝶
＠
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て

馨
鰯
鱒

騰
麟
雛
灘
羅

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
中

　
土
地
利
用
計
画
の
策
定
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
最
も
重
要
な

こ
と
で
す
。
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
「
長
期
発
展
計
画
」
の
策
定
と
合

わ
せ
、
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
プ
ラ
ン
の
中
で
は
、
土
地
利
用
は
も
ち
ろ
ん
公
園
・
道
路
な
ど
公
共

施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
の
将
来
的
な
整
備
方
針
も
定
め
ま
す
。

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は

　
皆
さ
ん
が
家
を
建
て
る
と
き
に
は
、

限
ら
れ
た
予
算
・
敷
地
の
中
で
、
家

族
皆
が
話
し
合
い
生
活
し
や
す
い
家

の
設
計
を
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

時
に
、
お
客
さ
ん
が
来
て
も
い
い
よ

う
に
、
ま
た
新
し
い
家
族
が
増
え
る

こ
と
や
、
家
具
な
ど
が
増
え
る
こ
と

も
考
え
て
間
取
り
を
決
め
た
り
す
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
増
築
な
ど
に
も

対
応
し
や
す
い
よ
う
な
電
気
の
配
線

や
、
給
排
水
設
備
等
の
個
々
の
計
画

す
べ
て
を
考
え
た
家
全
体
の
設
計
図

を
作
る
と
思
い
ま
す
。

　
都
市
の
整
備
も
家
を
建
て
る
の
と

同
じ
で
、
将
来
を
見
据
え
、
限
ら
れ

た
予
算
で
最
も
整
備
に
よ
る
効
果
が

大
き
く
な
る
よ
う
に
道
路
の
計
画
や

公
園
の
計
画
を
立
て
、
そ
れ
に
基
づ

き
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
つ
く
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
そ
の
個
別
の
計
画
の
整

合
性
を
と
る
た
め
の
全
体
計
画
と
な

る
も
の
で
す
。

計
画
は
な
ぜ
必
要
か

　
平
成
4
年
に
都
市
計
画
法
が
改
正

さ
れ
、
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
作
成
が
全
国
の
市
区
町
村
に
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
生
活

文
化
、
産
業
な
ど
の
特
性
を
踏
ま
え
、

住
民
の
参
加
を
得
な
が
ら
、
将
来
の

都
市
の
あ
る
べ
き
姿
や
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
等
を
検
討
し
、
ま
ち
の
目
指

す
べ
き
将
来
像
を
描
き
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
平
成
7
年
度
か

ら
策
定
の
た
め
の
基
礎
調
査
に
入
り
、

9
年
度
末
を
目
途
に
策
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
は
こ
う
進
め
ま
す

　
ま
ず
、
市
役
所
職
員
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
を
作
成
し
ま

す
。
こ
の
素
案
を
参
考
に
学
識
経
験

者
、
市
民
の
代
表
等
で
構
成
す
る
策

定
委
員
会
が
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
市

長
に
報
告
し
ま
す
（
庁
内
委
員
会
で

は
長
期
発
展
計
画
や
他
の
主
要
計
画

と
の
調
整
を
図
り
ま
す
）
。
報
告
を
受

け
た
市
長
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
十
日

町
市
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
、

審
議
会
の
答
申
を
受
け
た
後
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
決
定
さ
れ

ま
す
。欝議嚢 霧　　叢 講購欝翻i

懇議饗

檬薦嚢藁嚢

策懸委簸讃

叢務漏懲麟纐i騰i麟欝

翻灘纏購灘
霧一羅灘撚
鐵灘一螺

董欝　　i羅 灘鷹謙鯛饗 懸灘癒鱗

住
民
の
意
見
は

こ
う
し
て
反
映
し
ま
す

　
ま
ち
づ
く
り
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
な
く
て
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
計
画
策
定
の
段
階
か
ら
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
か
か
わ
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
7
月
に
市
民
約
3
千
人
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
検
討
段
階
で
地
域
や
各

種
団
体
へ
の
説
明
会
や
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
ま
ち
づ
く

り
通
信
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
策

定
過
程
の
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
提
案
や

質
問
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
設
置
場
所

　
①
市
役
所
市
民
課

　
②
市
役
所
建
設
課
都
市
計
画
係

　
③
公
民
館
本
館

　
④
中
条
地
区
公
民
館

　
⑤
川
治
地
区
公
民
館

　
⑥
吉
田
地
区
公
民
館

　
⑦
下
条
地
区
公
民
館

　
⑧
水
沢
地
区
公
民
館

■
設
置
す
る
物

　
①
策
定
委
員
会
資
料
（
概
要
版
）

　
②
討
議
概
要

一
が
多
く
義
務
教
育
施
設
以
外
の
教
育

施
設
整
備
を
望
む
回
答
が
目
立
っ
た
。

⑤
都
市
基
盤
整
備
面
で
は
、
公
園
、

駐
車
場
、
歩
道
、
．
道
路
、
公
共
交
通

機
関
の
整
備
と
と
も
に
街
路
樹
等
が

あ
り
、
歴
史
文
化
が
か
お
る
潤
い
の

あ
る
町
並
み
を
求
め
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
特
に
道
路
で
は
、
防
災
の
観

点
か
ら
も
整
備
を
望
む
回
答
が
多
い
。

　
市
全
体
で
は
大
規
模
公
園
、
老
人

福
祉
施
設
、
道
路
、
駐
車
場
、
職
場

の
整
備
を
望
む
声
が
多
く
、
居
住
地

域
に
お
い
て
は
集
会
所
、
生
活
道
路
、

下
水
道
、
子
供
の
遊
び
場
（
身
近
な

小
公
園
）
等
が
多
く
、
市
の
課
題
が

反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

⑥
高
度
情
報
化
で
は
、
幅
広
い
分
野

の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

⑦
克
雪
利
雪
面
で
は
除
雪
の
強
化
、

流
雪
溝
整
備
及
び
雪
利
用
の
推
進
を

望
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑧
自
然
環
境
と
開
発
の
あ
り
方
で
は
、

自
然
と
の
共
生
と
と
も
に
、
過
疎
地

の
活
性
化
を
指
向
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

⑨
福
祉
・
保
健
・
医
療
面
で
は
高
齢

者
施
設
整
備
、
健
康
づ
く
り
、
緊
急

医
療
体
制
、
医
療
機
関
の
充
実
を
求

め
る
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑩
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
策
定
に
あ
っ

て
は
、
「
十
日
町
ら
し
さ
が
あ
り
、
未

来
が
見
え
る
計
画
を
」
と
い
う
要
望

が
強
く
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
情
報

の
公
開
を
望
む
声
が
多
い
。
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③
提
案
・
質
問
書
な
ど

■
提
案
・
質
問
の
取
り
扱
い

　
①
都
市
計
画
全
般
に
関
す
る
提

　
　
案
・
質
問
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
②
提
案
・
質
問
は
各
公
民
館
に
提

　
　
出
し
て
く
だ
さ
い
。
公
民
館
を

　
　
経
由
し
て
都
市
計
画
係
へ
届
き

　
　
ま
す
。

　
③
個
々
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
。
策

　
　
定
委
員
会
に
氏
名
を
伏
せ
て
提

　
　
出
し
、
討
議
の
参
考
に
し
ま
す
。

　
　
質
問
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降

　
　
の
資
料
で
回
答
し
ま
す
。

計
画
の
内
容

▼
全
体
構
想

　
市
全
体
の
土
地
利
用
方
針
、
市
街

地
整
備
方
針
、
都
市
施
設
整
備
方
針

（
道
路
・
公
共
交
通
網
・
公
園
緑
地

等
）
、
公
共
公
益
施
設
配
置
等
を
示
す

と
と
も
に
自
然
環
境
、
都
市
環
境
、

景
観
形
成
、
防
災
、
克
雪
の
方
針
を

〈作成する図の視点・全体構想〉

方
針
ご
と
に
市
全
体
に
つ
い
て
図
化

し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
必
要

な
部
分
を
切
り
出
し
て
図
化
し
ま
す
。
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〈作成する図の視点・地域別構想〉

地
域
ご
と
に
各
方
針
に
つ
い
て
図
化

し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
必
要

な
部
分
を
切
り
出
し
て
図
化
し
ま
す
。

　ノ

乙！

●
。
．
．
。
・
●

．
9
・
●

示
し
ま
す
。

▼
地
域
別
構
想

　
地
域
別
に
目
標
と
す
る
地
域
像
を

設
定
し
、
各
地
域
の
土
地
利
用
方
針
、

｛
●
）
　
　
！
、
◎
辱

ム
．
．
．
．
，
．
一
ノ
♂
－
、

へ
　
　
　
、
．
、
．
、

都
市
施
設
、
地
域
環
境
、
都
市
環
境
、

防
災
の
整
備
方
針
及
び
ま
ち
づ
く
り

（
整
備
）
方
策
を
示
し
ま
す
。

業圖聴雨
都瀧討画マスター該ラン

　　　　　　　策鍵委貫会
　　《鞍i期類羅成8月lo月書臼鱒嚢o年3月31圏》

　　　氏箔　　儀斯
座長i礁畿文平　　　　・　長岡技術科学

　　　　　　　　　　蒙学勘教授
委撰　撫辮徳久　　　　　　筆瞬町布助役

委繋　國慰憲一・昭翻購1㈱桐屋取締役

委員叢繕高畢　蒸羅3　㈱鎌騰ム曇
　　　　　　　　　　騰一嶽鷺ネー
　　　　　　　　　　繋整一
委蟹後藤灘炎蕩國町2後藤電機㈱
　　　　　　　　　　犠長
委藁　保坂洋一　新塵4　霞営《建築盤）

委藁関団静雄黍購7磯塚園設計事務
　　　　　　　　　　蕨㈱継長
委員福崎一久　田麦　園辺防災㈱
　　　　　　　　　　常務
委員　高橋謙一城之古1　㈱雲穂食晶工

　　　　　　　　　　業
委繋　縄幽容一　稲　葉　㈱創滋ンジニ
　　　　　　　　　　翼璽ンダ粒長
委員　露国鯛美難鐙坂2　塾講舗

委員載幽均一灘永繕幽設計
委員　叢谷鯛簾雄盤新田4　長譲塾鯛砂剃㈱

　　　　　　　　　　欝務
委員溝沢真矢蘇瞬岡購4　垂婦

委藁大熊芳彦　塚　園　識熊韮業㈱
　　　　　　　　　　雛長
委藁欝隷尚美馬場3　霊婦
委員　蕎野誓数　馬場鑑　蕎野建築

“一

＝：

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ン

　
平
成
4
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正

に
よ
り
、
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
（
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
策
定
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
区
域

　
都
市
計
画
法
や
そ
の
他
の
関
係
法

令
の
適
用
を
受
け
る
べ
き
土
地
の
区

域
の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
市

町
村
の
市
街
地
を
含
み
か
つ
自
然

的
・
社
会
的
条
件
、
人
口
、
土
地
利

用
、
交
通
量
な
ど
の
現
況
や
推
移
を

勘
案
し
て
、
一
体
の
都
市
と
し
て
総

合
的
に
整
備
・
開
発
・
保
全
す
る
必

要
が
あ
る
区
域
を
指
定
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
区
域
内
で
は
一
定
規
模

以
上
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
県
知
事

の
許
可
が
必
要
に
な
り
、
建
築
物
を

建
築
す
る
際
に
は
建
築
確
認
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
建
築
基
準
法

の
集
団
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
は
旧
十
日
町
、
川
治
村
、

六
箇
村
、
中
条
村
が
こ
の
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

用
途
地
　
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
都
市
機
能
の
維
持
増
進
、
住
環
境

の
保
護
な
ど
を
目
的
と
し
た
土
地
の

合
理
的
利
用
を
図
る
た
め
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
用
途
、

：＝

容
積
率
、
建
ぺ
い
率
等
の
制
限
を
行

う
制
度
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
現
在
5
3
0
診

に
8
種
類
の
用
途
地
域
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
　
区
　
計
　
画

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
比
較
的
小

規
模
な
地
区
を
対
象
に
、
建
築
物
の

建
築
形
態
、
公
共
施
設
の
配
置
な
ど

か
ら
見
て
、
一
体
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
区
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
様
態

を
備
え
た
良
好
な
環
境
の
街
区
を
整

備
し
保
全
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
る

計
画
で
す
。

　
十
日
町
市
に
は
、
現
在
地
区
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

十
日
町
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
市
町
村
審
議
会
）

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
都
市
計

画
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
た
め

に
市
町
村
に
置
か
れ
た
付
属
機
関
で

す
。
市
町
村
が
定
め
る
都
市
計
画
及

び
都
道
府
県
が
定
め
る
都
市
計
画
に

つ
い
て
の
市
町
村
意
見
を
付
議
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
都
市
計
画
審
議
会
と

呼
ば
れ
る
も
の
に
都
市
計
画
中
央
審

議
会
、
都
市
計
画
地
方
審
議
会
が
あ

り
ま
す
。

平成8年11月10日号5



●

　
”
月
3
日
㈲
（
文
化
の
日
）
に
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
・

県
な
ど
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
方
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
た
皆
さ
ん
、

　
　
　
　
　
そ
う
こ
う
き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

滝沢光義さ
（本町2・76歳

　
滝
沢
さ
ん
は
、
昭
和
2
1
年
9
月
1
0
日
、

十
日
町
消
防
団
班
長
を
拝
命
以
来
、
4
4
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
消
防
団
業
務
に
従
事

し
て
き
ま
し
た
。
幾
多
の
水
火
災
、
救
助
、

捜
索
に
出
動
し
、
常
に
消
防
団
幹
部
と
し

て
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
っ
で
的
確
な

現
場
活
動
と
指
揮
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
る
と

と
も
に
防
火
思
想
普
及
に
も
な
み
な
み
な

ら
ぬ
情
熱
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

消
防
水
利
や
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
の
地
域
消

防
施
設
の
充
実
強
化
、
及
び
部
下
団
員
の

指
導
育
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
功
績
は
顕

著
で
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
叙

勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
滝
沢
さ
ん
は
十
日
町
市
消
防

団
団
長
、
新
潟
県
消
防
協
会
代
議
員
、
新

潟
県
消
防
協
会
理
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
52
年
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
は
日
本
消
防
協
会
長
よ
り
功
績
章
、
平
成

　
　
元
年
に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
功
労
章
が
授

　
　
与
さ
れ
る
な
ど
、
幾
多
の
賞
を
受
章
さ
れ

　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
こ
う

　
　
勲
六
等
単
光
旭
日
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
齢
者
叙
勲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

金澤太郎吉さ
（太田島1・88歳

　
金
沢
さ
ん
は
、
農
業
の
か
た
わ
ら
水
沢

村
議
会
議
員
・
助
役
、
市
議
会
議
員
な
ど

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
金
沢
さ
ん
は
昭
和
2
2
年
か
ら
3
0
年
ま
で

水
沢
村
議
会
議
員
、
31
年
か
ら
3
5
年
ま
で

水
沢
村
助
役
、
4
2
年
か
ら
4
6
年
ま
で
十
日

町
市
議
会
議
員
を
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
3
8
年
か
ら
平
成
3
年
ま
で
、
財
団

法
人
上
村
病
院
の
運
営
委
員
と
理
事
を
歴

任
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
昭
和
2
2
年
に
1
8
人

い
た
村
会
議
員
で
生
き
て
い
る
の
は
私
だ

け
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
と
き
か
ら
農
業

を
し
て
い
た
の
で
、
健
康
で
こ
ら
れ
た
の

　
　
で
す
」
と
語
る
金
沢
さ
ん
。
現
在
も
天
気
の

　
　
良
い
日
は
畑
仕
事
に
出
か
け
る
そ
う
で
す
。

　
　
更
生
保
護
功
労
で

　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ上村安隆さ

（土市3・76歳

　
上
村
さ
ん
は
昭
和
52
年
か
ら
長
き
に
わ

た
り
、
保
護
司
と
し
て
更
生
、
保
護
に
努

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
長
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
1
0
月
1
6
日
㈱
新
井
市
で
開

か
れ
た
、
新
潟
県
更
生
保
護
大
会
の
席
上

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
村
さ
ん
は
、
2
6
年
か
ら
4
0
年
ま
で
、

十
日
町
市
の
民
生
・
児
童
委
員
を
努
め
ら

れ
、
4
0
年
に
は
厚
生
大
臣
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
4
年
に
は
更
生

保
護
功
労
で
、
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員

会
委
員
長
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
上
村

さ
ん
は
、
新
潟
保
護
観
察
所
の
監
察
官
や

保
護
監
察
官
、
本
人
、
保
護
者
と
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
、
更
生
保
護
の
手
を
差

し
伸
べ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
現
在
、
1
8
人
の
保
護
司
の
方

が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
に
功
績

　
　
北
陸
農
政
局
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

斎木正義さ
（南鐙坂・70歳

　
十
日
町
市
土
地
改
良
区
元
理
事
長
の
斎

木
正
義
さ
ん
は
、
長
き
に
わ
た
り
土
地
改

良
事
業
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
0
月
1
5
日
㈹
金

沢
市
で
開
か
れ
た
北
陸
農
政
局
農
政
功
績

者
表
彰
式
で
、
局
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
斎
木
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
に
鐙
坂
土
地

改
良
区
設
立
と
共
に
理
事
に
就
任
し
、
34

年
に
同
土
地
改
良
区
の
理
事
長
に
就
任
。

50
年
に
は
受
益
面
積
鵬
㎞
、
組
合
員
数
1
、

7
3
8
人
の
十
日
町
市
土
地
改
良
区
を
設

立
し
理
事
長
に
就
任
。
以
後
平
成
7
年
6

月
ま
で
初
代
理
事
長
と
し
て
、
合
併
当
時

14
％
の
ほ
場
整
備
率
を
4
6
％
ま
で
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
問
、
新
潟
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
理
事
、
十
日
町
市
市
議

会
議
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

母
子
保
健
功
労
で

　
　
　
新
潟
県
知
事
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
発
桑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
開

開
発
さ
ん
は
、
昭
和
2
4
年
か
ら
保
健
婦

と
し
て
、
食
糧
事
情
や
生
活
環
境
が
悪
い

中
、
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
栄
養
改
善
や
衛

生
知
識
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
0
月
2
2
日
㈹
新

潟
市
で
開
か
れ
た
、
新
潟
県
健
康
づ
く
り

県
民
大
会
の
席
上
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
終
戦
後
ま
も
な
い
劣
悪
な
衛
生
状
態
と

生
活
環
境
の
中
、
身
近
に
あ
る
大
豆
を
利

用
し
た
豆
乳
を
奨
励
し
、
栄
養
不
足
や
ミ

ル
ク
不
足
を
補
っ
て
き
ま
し
た
。
5
5
年
に

は
助
産
婦
を
開
業
し
、
妊
産
婦
・
新
生
児

訪
問
を
行
い
、
無
料
家
族
計
画
や
育
児
相

談
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
功
労
で

　
　
　
新
潟
県
知
事
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
67

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垣
傭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霜

　
霜
垣
さ
ん
は
、
食
生
活
改
善
の
た
め
に
、

地
域
で
講
習
会
を
開
く
な
ど
、
知
識
の
普

及
啓
発
活
動
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
0
月
2
2
日
㈹
新
潟

市
で
開
か
れ
た
、
新
潟
県
健
康
づ
く
り
県

民
大
会
の
席
上
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
4
1
年
度
の
栄
養
教
室
終
了
と
と
も

に
、
食
生
活
推
進
委
員
の
一
人
と
し
て
活

躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
高
齢
者

の
多
い
地
区
に
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

の
た
め
の
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
を
勧
め

た
り
、
若
い
母
親
に
は
小
児
期
か
ら
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
勧
め
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
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、ヤ　．

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　
新
潟
県
知
事
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堅
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
（

　
林
さ
ん
は
「
い
き
い
き
人
生
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
み
ご
と
県
内
で
た
だ

一
人
の
最
優
秀
賞
（
新
潟
県
知
事
表
彰
）

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
表
彰
式
は
n
月

7
日
㈲
、
新
潟
市
で
開
か
れ
た
新
潟
県
歯

科
保
健
大
会
の
席
上
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
林
さ
ん
の
よ
う

な
自
分
の
歯
で
食
べ
、
健
康
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
高
齢
者
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
歯
の
喪
失
を
予
防
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
開

か
れ
て
い
ま
す
。

全
国
地
区
衛
生
組
織

　
　
連
合
会
会
長
表
彰

ん
ー
さ
歳

秋
7
7
正
冊
垣
傭

霜

　
霜
垣
さ
ん
は
、
環
境
衛
生
美
化
活
動
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
0
月
31
日
㈲
青
森
県

黒
石
市
で
開
か
れ
た
全
国
保
健
衛
生
大
会

の
席
上
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
霜
垣
さ
ん
は
、
新
潟
県
住
み
よ
い
郷
土

建
設
協
会
中
魚
沼
副
支
部
長
、
新
潟
県
住

み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
十
日
町
分
会
長
な

ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
環
境
美
化
活
動
や

環
境
衛
生
組
織
の
指
導
・
育
成
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
市
の
環
境
保
全
審

議
会
な
ど
の
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
公
衆
衛
生
協
会

　
　
　
　
　
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

富田三郎さ
（神明町・71歳

　
富
田
さ
ん
は
、
昭
和
3
3
年
に
医
院
を
開

業
以
来
、
地
域
医
療
の
た
め
に
献
身
的
に

市
民
の
治
療
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
0
月
31
日
㈲
青

森
県
黒
石
市
で
開
か
れ
た
全
国
保
健
衛
生

大
会
の
席
上
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
田
さ
ん
は
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

医
師
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

胃
検
診
事
業
や
予
防
接
種
事
業
に
積
極
的

に
か
か
わ
る
ほ
か
、
4
5
年
か
ら
保
育
所
嘱

託
医
。
4
7
年
か
ら
は
学
校
医
と
し
て
児
童

生
徒
等
の
健
康
診
断
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
歯
科
保
健

　
　
　
　
協
会
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

中林靖夫さ
（七軒町・55歳

　
中
林
さ
ん
は
、
昭
和
4
6
年
に
歯
科
診
療

所
を
開
設
以
来
、
学
校
歯
科
医
と
3
歳
児

歯
科
健
康
診
査
に
、
ま
た
5
3
年
以
降
は
1

歳
6
か
月
児
歯
科
健
康
診
査
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
n
月

7
日
㈲
新
潟
市
で
開
か
れ
た
新
潟
県
歯
科

保
健
大
会
の
席
上
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
林
さ
ん
は
、
幼
児
の
む
し
歯
減
少
に

努
め
ら
れ
る
ほ
か
、
地
域
の
歯
科
医
師
会

の
副
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
地
域
の
歯
科
保
健
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

精
神
保
健
福
祉
全
国
大
会

　
　
　
　
　
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

佐藤一男さ
（新光寺・66歳

　
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
4
8
年
に
十
日
町
市

家
族
会
に
入
会
以
来
、
精
神
障
害
者
の
社

会
復
帰
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
0
月

25
日
働
岐
阜
市
で
開
か
れ
た
精
神
保
健
福

祉
全
国
大
会
の
席
上
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
61
年
に
は
十
日
町
市
家

族
会
会
長
、
平
成
4
年
か
ら
は
新
潟
県
家

族
会
連
合
会
会
長
に
就
任
。
県
内
家
族
会

の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動
の
啓
発
と
普
及

に
努
め
、
精
神
障
害
者
の
処
遇
改
善
を
訴

え
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10月20日執行選挙結果
　　　　　　　　　　（十日町市開票分）

【新潟県知事選挙】

よしだ三男　　無所属　　　　3，659票

ひらやま征夫　　無所属　　　　21，588票

◎無効投票数　　　　　　　　　　1，275票

◎選挙当日の最終有権者数、　　　34，976人

◎投票者数　　　　　　　　　　　26，522人

◎投票率　　　　　　　　　　　　75．83％

【衆議院議員総選挙（小選挙区）】

つつい信隆　　　　　　8，952票
さとう栄喜　　　　　　　117票
高鳥　修自由民主党15，041票
あ　べ　正　義　　日本共産党　　　1，217票

◎無効投票数　　　　　　　　　　1，198票

◎投票用紙の持ち帰り　‘　　　　　　　2票

◎選挙当日の最終有権者数　　　　35，173人

◎投票者数　　　　　　　　　　　26，527人

◎投票率　　　　　　　　　　　　75．42％

　　　383票

　　　165票

1，967票

1，949票

14，787票

3，588票

1，619票

2，056票

　　　　　1票

35，173人

26，515人

75．38％

刀表代例比（挙選
総
党
け
党
党
党
党
党

員
　
が
産
　
主
　
主
数

議
会
き
　
　
　
　
　
　
票

院
　
　
共
主
民
進
民
投

糠
撃
由
会
鰍

【
新
新
日
民
自
新
社
◎
◎投票用紙の持ち帰り

◎選挙当日の最終有権者数

◎投票者数

◎投票率

罷免を可と
しない投票数

22，478票

22，607票

22，615票

22，625票

22，504票

22，731票

22，676票

22，653票

22，693票

　　934票
　　　16票

35，173人

25，742人

　73．19％

　
と
数

】
可
票

査　
を
投

審
免
る

民
罷
す

国官判裁　裁高最【

2，314票

2，185票

2，177票

2，167票

博
雄
信
男

　
正
行
光

田
井
崎
藤

福
藤
尾
遠

票
票
票
票
票

88

61

16

39

99

　
　
　
数

2
，
0
，
1
，
1
，
0
，
者

2
2
2
2
2
　
　
り
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
終

夫
一
子
治
友
　
持
最

　
　
　
　
　
　
　
　
数
の
の

秀
伸
久
重
一
票
紙
日
数

　
　
　
　
　
　
　
　
投
用
当
者

種
合
橋
岸
嶋
効
票
挙
票

　
　
　
　
　
　
　
　
無
投
選
投

千
河
高
根
井
◎
◎
◎
◎
率票投◎
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〆

29回面美術展入賞者

～8部門に287点の力作～

　
第
2
9
回
市
美
術
展
が
、
1
0
月
20
日
㈲
か
ら
2
2
日
㈹
ま
で
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

期
間
中
3
千
人
を
超
え
る
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
8
部
門
の
出
品
点
数
は
昨
年
を
上

廻
る
2
8
7
点
。
審
査
の
結
果
、
次
の
80
人
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

市
展
賞

奨
励
賞

佳
作

　
　
出
品
2
0
点

高
橋
永
美
子
（
津
南
町
）

板
橋
ツ
ギ
（
中
条
島
）

尾
身
龍
治
（
高
田
町
6
）

外
山
亜
紀
（
京
都
市
）

羽
鳥
絹
代
（
妻
有
町
西
3
）

村
山
　
忍
（
新
座
2
）

市
展
賞

奨
励
賞

佳
作

　
　
出
品
4
0
点

佐
藤
君
子
（
松
之
山
町
）

込
田
昭
平
（
小
千
谷
市
）

野
本
幸
子
（
桑
原
）

大
見
朝
子
（
松
之
山
町
）

滝
沢
英
男
（
津
南
町
）

田
ロ
ツ
ヤ
（
春
日
町
3
）

酒
井
通
一
（
本
町
2
）

井
上
貴
博
（
稲
荷
町
2
）

清
水
好
和
（
津
南
町
）

丸
山
　
司
（
為
永
）

市
展
賞

奨
励
賞

佳
作

　
　
出
品
2
3
点

田
中
善
男
（
小
千
谷
市
）

田
口
良
平
（
川
西
町
）

太
田
十
一
（
四
日
町
新
田
1
）

中
林
辰
男
（
西
寺
町
）

滝
沢
英
男
（
津
南
町
）

桑
原
昭
夫
（
桜
木
町
）

富
井
澄
子
（
中
里
村
）

市
展
賞

　
　
出
品
5
点

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
花
道
部

㌧

奨
励
賞

（
学
校
町
）
．

宮
嶋
英
夫
（
伊
達
4
）

市
展
賞

奨
励
賞

　
　
出
品
3
点

松
田
　
大
（
中
条
旭
町
）

小
杉
元
義
（
四
日
町
2
）

市
展
賞

奨
励
賞

佳
作

　
　
出
品
34
点

廣
田
律
子
（
津
南
町
）

桑
原
昭
夫
（
桜
木
町
）

田
村
千
春
（
学
校
町
1
）

越
村
　
騰
（
新
座
3
）

星
名
好
男
（
川
治
下
町
2
）

福
崎
礼
子
（
田
麦
）

保
坂
義
男
（
南
鐙
坂
）

吉
田
地
区
公
民
館
焼
物
教
室

（
北
鐙
坂
3
）

市
展
賞

奨
励
賞

佳
作

　
　
出
品
4
8
点

柳
京
子
（
本
町
2
）

和
田
良
一
（
大
和
町
）

田
邊
　
武
（
川
西
町
）

金
沢
正
明
（
峠
）

田
口
節
子
（
下
川
原
町
）

山
田
令
三
（
六
日
町
）

小
林
満
子
（
長
岡
市
）

金
子
栄
子
（
上
川
町
）

関
谷
美
繕
子
（
上
川
町
）

内
山
純
一
（
津
南
町
）

斎
藤
馨
爾
（
中
里
村
）

岡
村
徳
治
（
関
根
1
）

大
津
幸
一
（
新
座
3
）

　
　
　
　
阿
部
理
恵
（
田
川
町
2
）

　
　
　
　
田
中
武
彦
（
寿
町
3
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
志
田
喜
代
子
（
大
和
町
）

市
展
賞

奨
励
賞

佳
作

　
　
出
品
1
1
4
点

南
雲
幸
男
（
川
西
町
）

宮
澤
健
二
（
小
黒
沢
）

小
坂
幸
平
（
稲
荷
町
西
）

樋
熊
フ
サ
子
（
新
座
4
）

樋
口
定
治
（
大
黒
沢
）

茂
野
誠
一
郎
（
川
西
町
）

青
木
和
雄
（
塩
沢
町
）

阪
東
健
次
郎
（
高
田
町
5
）

鈴
木
　
蘭
（
本
町
6
1
3
）

高
橋
昭
三
（
春
日
町
3
）

柳
善
男
（
山
谷
）

桑
原
勝
一
（
湯
沢
町
）

せ
き
ぐ
ち
か
ず
あ
き
（
塩
沢
町
）

平
賀
重
貴
（
塩
沢
町
）

石
川
哲
司
（
妻
有
町
西
3
）

樋
口
芳
一
（
中
里
村
）

山
賀
正
伸
（
小
千
谷
市
）

田
村
正
夫
（
小
千
谷
市
）

黒
島
善
助
（
川
西
町
）

高
橋
　
等
（
稲
荷
町
2
）

高
橋
憲
一
（
高
田
町
4
）

茂
野
孝
志
（
川
西
町
）

和
田
卓
也
（
峠
）

高
橋
健
吉
郎
（
川
原
町
）

藤
田
寿
夫
（
中
里
村
）

中
林
正
一
（
上
町
）

阿
部
嘉
彦
（
塩
沢
町
）

富
井
吉
三
（
中
里
村
）

小
林
壮
太
（
川
西
町
）

日
常
を
撮
る
、
写
郷
ク
ラ
ブ
が
写
真
展
開
催

　
写
郷
ク
ラ
ブ
の
写
真
展
が
1
0
月
2
3
日
㈱

～
2
7
日
㈹
の
5
日
間
、
公
民
館
本
館
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
写
真

展
は
「
妻
有
の
里
十
日
町
の
日
常
を
写
そ

う
」
と
い
う
目
的
で
集
ま
っ
た
、
4
0
代
か

ら
6
0
代
の
写
真
を
趣
味
に
し
て
い
る
5
人

の
グ
ル
ー
プ
が
、
日
ご
ろ
撮
り
た
め
た
写

真
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。

　
「
写
真
は
キ
ャ
ビ
ネ
が
一
番
美
し
い
、

コ
ン
テ
ス
ト
や
展
覧
会
に
と
ら
わ
れ
ず
、

ま
た
驚
か
そ
う
と
か
　
う
ま
い
ね
と
も
違

っ
た
、
あ
え
て
い
え
ば
私
的
記
録
写
真
が

コ
ン
セ
プ
ト
」
だ
そ
う
で
す
。
出
展
さ
れ

た
写
真
は
、
郷
土
の
風
景
や
子
供
た
ち
の

日
常
の
遊
び
、
動
物
な
ど
約
6
0
点
。
い
ず

れ
も
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
で
、
見
る
人
に
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
郷
土
の
温
か
さ
を
訴
え
か

け
て
い
ま
し
た
。

8



離
細
文
化

　
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
で
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
地
域
の
芸
術
・
文
化
等

の
向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
7
個
人
・
－
団

体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
方
々
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
（
地
域
の
文
化
の
向
上
に

尽
力
、
ま
た
は
文
化
活
動
に
多
額
の
金
品

を
寄
付
し
、
そ
の
功
績
が
著
し
い
個
人
・

団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
）

▼
宇
都
宮
正
明
（
稲
荷
町
2
・
74
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
木
彫
界
の
指
導
者

　
と
し
て
活
躍
し
、
木
彫
芸
術
の
発
展
と

向
上
に
尽
力
し
ま
し
た
。

文化とは日々の営み
　　だんい　く　ま

～團伊玖磨講演会～

協
会
表
彰

▼
小
海
ヨ
ネ
子
（
千
代
田
町
・
6
7
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
短
歌
界
の
指
導
者

　
と
し
て
活
躍
し
、
短
歌
文
芸
の
発
展
と

　
向
上
に
尽
力
し
ま
し
た
。

▼
渡
邊
善
平
（
山
本
町
4
・
72
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
十
日
町
詩
吟
道
の
指
導

　
者
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
発
展
と
向
上

　
に
尽
力
し
ま
し
た
。

▼
高
橋
友
二
郎
（
美
雪
町
3
・
6
6
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
民
謡
界
の
指
導
者

　
と
し
て
、
民
謡
の
保
存
・
普
及
及
び
人

　
材
の
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

▼
平
野
綱
一
（
川
西
町
・
64
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
書
道
界
の
指
導
者

　
と
し
て
、
書
道
芸
術
の
発
展
と
向
上
に

尽
力
し
ま
し
た
。

▼
松
井
愛
美
（
本
町
西
1
・
6
7
歳
）

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
音
楽
活
動
に
お

　
い
て
指
導
的
立
場
で
活
躍
し
、
そ
の
振

興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

▼
読
み
聞
か
せ
の
会
ど
ん
ぐ
り
（
代
表
“

伊
藤
洋
子
）
　
長
年
に
わ
た
り
読
み
聞

か
せ
や
影
絵
な
ど
で
、
子
供
た
ち
に
夢

と
希
望
を
与
え
情
操
を
育
て
て
き
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
（
全
国
規
模
以
上
の
審
査

会
・
展
覧
会
等
に
お
い
て
卓
抜
し
た
成
績

を
収
め
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
）

▼
重
野
桂
二
（
稲
荷
町
3
東
・
62
歳
）

　
日
本
版
画
会
の
東
京
都
知
事
賞
を
受
賞

し
、
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
地
域
版
画
界
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
，

　　　　　　　　　　　　10月27日（日）クロス10大ホ

　　　　　　　　　　　ールで、「〈文化の秋を彩る＞

　　　　　　　　　簸　講演会と音楽演奏会」が開
　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　かれ、約千人が訪れました。

　　　　　　　　　　　　この催しは、十日町市文化

協会連合会が主催したものです。

　前半は、オペラ「夕鶴」「素菱鳴（スサノオ）」、十日町

高校校歌の作曲者である團伊玖磨さんを迎えての講演会

「私達の文化」を開催。團さんは、中国の文化大革命を

例に出しながら、「文化とは、高尚な観念的なものではあ

りません。人が明日、今日よりもより良い生活を送りた

いと願い、営んでいる日々の生活が文化です。一人ひと

りの生き方をより良くしようというのは自分です。自分

の責任において、自分の生活とまわりを良くすることが

大切です。しかし、現在の日本は、何が起こっても責任は

国や地方自治体にし、人が助けてくれることをあてにし

過ぎています」、さらに「感性と知性が合致していること

が文化の理想郷です。感性は視・聴・嗅・味・触覚の5感で

す。しかし、現在の教育は、知性が重視されていて、感

性をより鋭敏にすることが必要です」と語っていました。

　後半は、ピアニスト小谷彩子さんとメゾ・ソプラノ天

田美佐子さんの演奏会を開催。團さん作曲の「ぞうさん」

や「やぎさんゆうびん」などの子供の歌などが、ピアノ

の調べにのり、澄み切った歌声で披露され、会場から大

きな拍手が贈られていました。

　
　
　
た
か
よ
し

和
波
孝
福
＆
い
ず
み
ご
う
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

　
和
波
孝
禧
＆
い
ず
み
ご
う
フ
ェ
ス
テ
ィ

ヴ
ァ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
が
、
1
0
月

25
日
働
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
演
奏
会
は
、
「
ア
ー
ト
＆
サ
ウ

ン
ド
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
和
波
さ
ん
は
、
昨
年
日
本
の
洋
楽
の
発

展
に
最
も
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
と
し
て

「
第
2
6
回
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
賞
」
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
「
ア
イ
ネ
　
ク
ラ
イ
ネ
　
ナ
ハ
ト
ム
ジ

ー
ク
」
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
セ
レ
ナ

ー
ド
　
ハ
長
調
」
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、
ほ

ぽ
満
員
の
聴
衆
は
、
国
際
的
な
音
色
に
酔

い
知
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
回
の
「
ア
ー
ト
＆
サ
ウ
ン
ド

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
は
、
平
成
9
年
3
月

に
行
う
予
定
で
す
。

ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ
が
春
日
元
市
長
の
追
悼
公
演

　
十
日
町
ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ
が
1
0
月
2
7
日

㈲
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
故
春
日
三
笑
師

（
春
日
由
三
元
市
長
）
追
悼
公
演
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
昨
年
秋
逝
去
さ
れ
た
春
日
元
市
長
は
、

十
日
町
ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ
の
初
代
会
長
で
、

亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
ク
ラ
ブ
の
名
誉
会
長
、

顧
問
を
務
め
ら
れ
、
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

い
た
当
時
は
小
話
を
得
意
と
し
て
い
ま
し

た
。
公
演
は
、
雪
花
会
の
太
鼓
で
オ
ー
プ

ン
し
、
落
語
、
歌
謡
曲
、
腹
話
術
、
手
品

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
約
4
百
人

の
入
場
者
か
ら
さ
か
ん
な
拍
手
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
間
に
は
オ
ー
ル
キ

ャ
ス
ト
に
よ
る
追
悼
経
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
行
わ
れ
た
公
演
の
収
益
金
か
ら
1
0

万
3
千
円
が
、
ピ
ア
ノ
購
入
費
と
し
て
文

化
協
会
連
合
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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強化施設の本処地で

オープントーナメント大会

　10月27日（日）、総合体育館において「第10回全日本女子

レスリングオープントーナメント大会」が開かれました。

1都2府29県から94チーム・323人のレスリングを楽しむ

幼児から世界チャンピオンまでの各選手が出場。3千人

の観客は、円形マット上で繰り広げられるファイトあふ

れる熱戦に拍手を贈りました。

　十日町市での開催は、塩ノ又にある桜花レスリング道

場が取り持つ縁であり、また「当問高原リゾート・ベル

ナティオ」のオープン、「ほくほく線」の来春開業のイベ

ントとして位置付けられたものです。全日本女子レスリ

ング連盟の小野清子会長はあいさつの中で、「女子レスリ

ングの強化施設の本拠地とも言える十日町市で開催され

ることは喜ばしいことです。8月のブルガリアでの世界

女子選手権大会で、十日町市での合宿の成果を出しきり

2個の金メダルと団体優勝に輝くことができました」と

地元関係者へ大会報告とお礼を述べられました。

　初の大規模な全国レベルの大会ということで、十日町

市では5月から実行委員会を組織し、準備を進めてきま

した。当日は体育協会、体育指導員会をはじめ約百人の

皆さんが大会運営を補助しました。

大会前日の26日（土）、クロス10で歓迎レセプションが開かれ、

8月の世界選手権大会で団体優勝に輝いた各選手が紹介され、

花束が贈られました。

適
馳
罎
騨
翻

　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
廃
棄
物
不
法
投

棄
防
止
対
策
協
議
会
（
郡
内
4
市
町
村
、

六
日
町
保
健
所
、
十
日
町
土
木
事
務
所
、

県
産
業
廃
棄
物
協
会
魚
沼
支
部
、
県
建
設

業
協
会
十
日
町
支
部
で
組
織
）
で
は
、
郡

市
内
の
山
間
地
を
対
象
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
、
ご
み
の
不
法
投
棄
に
目
を
光
ら
せ
て

い
ま
す
。

　
山
間
地
の
沢
や
道
路
脇
な
ど
の
人
目
に

つ
き
に
く
い
場
所
に
、
建
築
廃
材
や
家
電

製
品
、
業
務
用
に
使
用
し
た
と
判
断
さ
れ

る
2
0
0
数
十
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
捨

て
ら
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

謡
　

ま
た
最
近
、
写
真
の
よ
う
に
産
業
廃
棄
物

で
あ
る
自
動
車
の
古
タ
イ
ヤ
が
2
0
0
本

以
上
も
捨
て
ら
れ
て
い
た
の
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
で
は
雪
降
り
前
の
今
の
時
期

と
春
先
に
、
不
法
投
棄
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。
身
勝
手
で
無
責
任
な
行
為
は
許
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
不
審
者
や
不
審
な
車

を
見
か
け
た
時
は
、
人
物
の
特
徴
や
車
の

ナ
ン
バ
ー
等
を
保
健
衛
生
課
・
環
境
衛
生

係
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ク
リ
ー
ン
な
十
日
町
に

　
道
路
や
側
溝
、
公
園
、
パ
ー
キ
ン
グ
な

ど
所
か
ま
わ
ず
、
空
缶
、
紙
く
ず
、
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
な
ど
が
捨
て
ら
れ
、
ま
た
犬

の
糞
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
1
0
月
1
日
に
は
「
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
が
オ
ー
プ
ン
、
来
年
春

に
は
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
通
と
、
十
日

町
市
を
訪
れ
る
人
々
が
多
く
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
々
か

ら
『
ク
リ
ー
ン
な
十
日
町
』
に
触
れ
て
も

ら
う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
心

当
た
り
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
反
省
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

70



撒

灘．

　　、靴鞭鐡灘

　　　　　　　　　　　　△　　　　　圭
騰．呂拓　難，，毫．　　　＝＝　　　’眞
　　　　醤朧i郷灘縫・簿・駒・FP

（優勝者のみ）

キッズの部（幼児・小学生154人出場）

　レ最優秀選手賞　　久田亜季子

　レ優秀選手賞　　石井　　希

　レ敢　闘　賞　　本田麻生
シニァの部（高校生以上・1蟄人出場）

レ最優秀選手賞　　浦野弥生
鯵優秀選手賞　　宮崎宋樹子

レ敢　闘　賞　　足立美穂 幼
児

A㎏級
B㎏級
C㎏級
D㎏級

明尾弥紀（網野町チビッコ）

堀内　優（網野町チビッコ）

吉田　葵（吹田市民レス教室）

寺尾　　唯（焼津ジュニア）
44㎏級

47㎏級

50㎏級

53㎏級

57㎏級

61㎏級

65㎏級

70㎏級

75㎏級

織田智恵（綱野高聖）
木村こずえ（東洋大）
足立美穂（東洋大）
栄　　涼子（リプレ中京女子大）

清水真理子（東洋大）
宮崎未樹子（住友海上火災）

浦野弥生（　京　樽　）

浜口京子（浜ロジム）
富岡多恵子（土浦日本大学高）

小
学
1
●
2
年

A㎏級
B㎏級
C㎏級
D㎏級
E㎏級

柳井瀬里菜（吹田市民レス教室）

森田有美（一志ジュニアク）

清水明子（日体パンサーズ）

伊藤純子（四日市ジュニア）

塚越由香（大間々クラブ）

小
学
3
●
4
年

A㎏級
B㎏級
C㎏級
D㎏級
E㎏級
F㎏級
G㎏級

谷澤直子（飛騨高山クラブ）

馬越真弓（吹田市民レス教室）

西牧未央（吹田市民レス教室）

石井　　希（和光少年クラブ）

鈴木博恵（宇治レス教室）

鈴木七恵（みぶチビッコ）

岡田彩加（千代田ジュニア）

鎌ユニアの部（癖学生・55人出場）

レ最優秀選手賞　　平岡深雪

レ優秀選手賞　　世良桃子
概敢　闘　賞　　吉田沙保里

40㎏級

44㎏級

48kg級

52㎏級

56㎏級

60㎏級

65㎏級

70㎏級

平岡深雪（一志ジュニアク）

世良桃子（青山クラブ）
吉田沙保里（一志ジュニアク）

井上夕起子（育英クラブ）

小野田久美（清水クラブ）

佐藤可奈子（十和田クラブ）

吉田育代（明和レス教室）

菅原美々（北士館道場）

小
学
5
●
6
年

A㎏級
B㎏級
C㎏級
D㎏級
E㎏級
F㎏級
G㎏級

谷澤佳子（飛騨高山クラブ）

船津友里（東洋大倶楽部）

橋井美湖（吹田市民レス教室）

下国美穂（松崎ジュニア）

蓮沼美幸（二川少クラブ）

久田亜季子（横須賀ジュニア）

河田恵里佳（善通寺クラブ）

・・時間醗の過麟轍灘菊翻聾麟
　　　　　　　　　　　鋲

持
ち
込
み
こ
み
は

　
　
　
　
　
　
高
城
沢
へ

　
霧
谷
埋
立
地
は
、
雪
が
降
り
し
だ
い
閉

鎖
し
ま
す
。
持
ち
込
み
の
燃
え
な
い
ご
み

は
、
高
城
沢
（
千
手
ト
ン
ネ
ル
の
川
西
側
）

で
保
管
し
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
持
ち
込
ま
れ
る
量
に
よ
っ

　
毎
年
、
冬
期
問
に
な
る
と
一
部
地
域
に

お
い
て
、
ご
み
収
集
を
休
み
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
は
収
集
車
の
往
来
と
安
全
が
確

保
さ
れ
る
限
り
、
夏
期
の
カ
レ
ン
ダ
ー
ど

お
り
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

　
冬
期
問
は
、
次
の
こ
と
を
ぜ
ひ
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
が
、
除
雪
の

　
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
な
処
置
を
し
て

　
く
だ
さ
い
ー
収
集
車
が
通
行
で
き
る

　
よ
う
に
！

②
収
集
日
の
前
日
に
、
ご
み
を
出
さ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
ー
ご
み
が
、
雪
の
中
に

　
埋
も
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
！

③
ご
み
集
積
庫
の
前
は
、
き
ち
ん
と
除
雪

　
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ー
収
集
作
業

　
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
！

自
販
機
設
置
業
者
の
皆
さ
ん

　
最
近
、
霞
動
簸
売
機
の
設
置
業
者
が
、

空
蕪
を
ざ
為
ス
テ
書
シ
灘
ン
庭
出
す
ケ

ー
ス
が
多
く
晃
ら
麓
ま
す
。

　
業
者
の
皆
さ
ん
の
空
蕃
は
、
産
業
廃

棄
物
驚
す
。
施
設
組
合
か
古
物
商
へ
持

ち
込
ん
灘
く
だ
さ
麟
。

　　　　　　　　　　　　べ　　　　　下表のとおりです。持み込みする場
鰯騰灘鎖鐵
　　　　合は早めにお願いします。
　霧灘灘　　　　■問い合わせ：衛生施設組合智52－3924

12／28（土）
カレンダーどおり収集します

　　　　　（施設は午後4時30分まで開場）

29（日） 休　　み

30（月） カレンダーどおり収集します（　　／ノ　　）

31㈹～1／3㈹ 休　　み

4（土） カレンダーどおり収集します（　　／／　　）

　
　
　
　
レ

土
肇
冬
ほ
憂
瑚
カ
レ
ン
ダ
ー
ど
お
り
の
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　軽運動でストレス解消と
友達づくりをしているサークルです。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係奮57－3111内線213へ。 レクダンスがストレス解消になると語る昼の部のメンバー

ヘルシーサークルは、今年で発会18年目を迎えます。普

段運動不足になりがちな主婦を対象に、軽運動でストレス

解消、友達の和づくりを目的に始まりました。昼の部と夜

の部があります。どちらに参加しても良いのですが、昼の

部をご紹介します。

軽いレクダンスで

心地よい汗をかきます

昼の部の会費は月に500円で

す。活動は、毎週水曜日の午

前9時30分からの2時間公民

館本館を会場にしています。

会員は40～60歳代主婦が多い

ので、家事の都合で人数が変

わります。多いときの参加者

は15～16人です。普段は7

～8人です。このサークルは

夜の活動が中心です。その当

時の会員が、会社を定年退職

したり、孫が大きくなり昼間の孫の世話から開放されるな

どして、昼間の時間がとれるようになったのがきっかけで、

昼の部がスタートしました。

夜の部も同じですが、靴を履き替え、柔軟体操の後、レ

クダンスやゲームなどの軽い運動をしています。レクダン

スは、歌謡曲に振り付けたのとか、民謡に振り付けたのと

か、フォークダンスをします。ゲームは、昼の部は人数が

少なくてやることができません。天気の良いときは、「外の

方が気持ちが良さそうね」などと言って、山歩きをするこ

ともあるのですよ。

ヘルシーサークルでは、設立して10年目から月に1～2

度、ボランティア活動で三好園に行っています。青年会議

所主催の身体障害者の旅行には、都合のつく会員10人くら

いが毎年、お手伝いさせてもらっています。

昼の部に興味のある方は、十日町市公民館（盈57－5011）

へ問い合わせてください。

㊤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
㎜
難
．
・
、
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

剛
藁
叢
雛
歴
◎
繋
難
藷

撃
食
べ
ら
れ
奄
そ
れ
に
カ
ル
④
ご
飯
を
入
れ
て
木
し
や
も
も

繭
　
　
シ
ウ
ム
が
い
つ
ぱ
い
。
成
長
盛
り
　
　
で
サ
ツ
ク
リ
と
い
た
め
る
。
　
　
馨
，

　
　
の
体
づ
く
り
に
￥
骨
粗
し
ょ
う
症
　
　
◎
ご
飯
が
パ
一
フ
リ
と
し
た
ら
し
よ
嚇

　
　
の
防
止
に
強
い
味
万
￥
ぜ
ひ
お
試
　
　
　
う
油
を
鍋
は
だ
に
回
し
入
れ
￥

醐
　
　
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ッ
ク
リ
と
混
ぜ
ム
ロ
わ
せ
る
。

　
　
〈
作
り
方
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
ね
ぎ
を
散
ら
し
混
ぜ
ム
ロ
わ
せ
￥

　
　
①
こ
ん
じ
ん
￥
に
ん
こ
く
は
み
じ
　
　
器
に
盛
る
。
季
節
の
野
菜
を
そ
O

●
　
ー
　
　
￥
　
　
ー

剛
轍
舞
藁
噛
灘
臨
粉
齢
防
潮

・㊤

　
　
　
躍
　
齢
輪
　
　
洗

難
　
．
睡
．
滋
古
脚
脚
ぱ
鱒

●
9
遜
馨
盈
量
置
＜
O
毒
纏
騒
懸
難
ン
、
乏
ら
矯
色
“

囎　睡●脚●

ノ唯醐．

材料（4人分）

ご飯…カッブ6
しらす…3009

にんじん…100～1509

にんにく…2かけ．ねぎ…1本、
　〔『　サラダ油…大さじ3
　バィiフー…109

　しょう油…大さじ1

響
纏
籔
麟
亀
盈
量
嫁
藩
継
纏
懸
馨
鯵
轡
纏

嚢

露
嚇馨㊤鰯酬W醐i　＠纏噸劇翻＠
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じホうずに

描けたお4
⑭いずみ保育園

謙螺
灘一蝶

　　こう　じ
島村宏史くん

　（6歳）

鵬
　
　
噛

．
繋
．

懸

　
大
き
な
ク
ワ
が
タ
が
木
に
の
ぼ
つ
て
ミ
ツ

を
飲
ん
で
い
る
ん
だ
。
大
き
な
ク
ワ
が
タ
の

ま
わ
り
を
小
さ
な
ク
ワ
が
タ
と
虫
が
飛
ん
で

い
る
ん
だ
よ
。

、
難

雛蓑

雛
魏

‘徽　　　　　　　iアヒノレがあ≦び猛しているとこな野上謹美ちゃん
　　　　・　　　　　　　　　iαドナルドタヅフのまねをしてい　　（6歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　るの。のりで描いた上に、色のつい
　　　　このコーナーでは、登場していただく人を募集しています。　　　　　　　　●　　　こ　　　こ
　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－3111内線213へ．　　　　3　た木びき粉をかけたのよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●9●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
誕
生
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
く
れ
た
り
、
お
こ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
を
く
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
土
曜
日
、
学
校
か
ら
帰
る
と
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

本無の本音
膨璽、会≡、璽から⑳へ

チ
ャ
ー
ハ
ン
を
し
て
い
て
く
れ
ま
す
。
と
っ
て
も

お
い
し
い
ん
で
す
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大
好
き

で
す
。
体
に
気
を
つ
け
て
私
が
お
嫁
に
い
く

ま
で
元
気
で
長
生
き
し
て
欲
し
い
で
す
。

圏
言
吋
詫
π
慧
裂
新
甜
罐

と
て
も
い
い
子
で
す
。
外
で
お
菓
子
を
も
ら
っ

て
き
た
り
す
る
と
、
私
に
も
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
，

若
手
が
勤
め
な
の
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
私
と

一
緒
に
い
る
時
間
が
多
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
け
ん
か
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
　
ゆ

愛
夕
が
お
嫁
に
い
く
ま
で
1
0
年
ち
ょ
っ
と
か
な
。
が
ん
ば
っ
て
長
生
き
し
な
き
ゃ
ね
。

　
　
服
部
ナ
カ
さ
ん
（
祖
母
・
7
3
歳
）
と
愛
タ
ち
ゃ
ん
（
孫
娘
小
学
5
年
）
。
ナ
カ
さ
ん
は
、

　
　
愛
タ
ち
ゃ
ん
が
書
道
大
会
で
準
特
選
を
と
っ
た
ん
で
す
よ
と
目
を
細
め
ま
す
。

ー
轟
輔
灘
灘

ぞ
㌧
璽

．
羅
擶
懸
懸
戴

　
男
ば
か
り
5
人
兄
弟
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
家
は
、

福
対
協
（
5
丁
目
店
）
の
ち
ょ
う
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
の
せ
い

裏
側
に
あ
り
ま
し
た
。
小
野
清
さ
ん
－

の
工
場
を
造
る
と
い
う
の
で
、
現
在

の
場
所
に
家
を
移
し
ま
し
た
。

　
尋
常
小
学
校
の
こ
ろ
は
よ
く
チ
ャ

ン
バ
ラ
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
そ
う

そ
う
、
あ
の
こ
ろ
は
各
町
内
に
必
ず

ガ
キ
大
将
が
い
て
、
よ
く
町
内
同
志

　
け
ん
か

で
喧
嘩
を
し
ま
し
た
よ
。
そ
れ
に
冬

は
、
つ
ぼ
ん
こ
（
固
く
し
た
雪
玉
を

渡辺成市さん
（本町5）74歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。間い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3111内線2r3へ。

ぶ
つ
け
あ
う
遊
び
）
を
よ
く
し
ま
し

た
。
わ
ら
む
し
ろ
の
上
で
転
が
す
と

特
に
固
く
な
る
ん
で
す
よ
。

　
高
等
科
2
年
を
お
や
す
と
、
家
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ

の
撚
糸
業
に
就
き
ま
し
た
。
旦
那
衆

は
中
学
に
い
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

自
分
の
家
の
撚
糸
仕
事
は
1
年
中
や

る
だ
け
の
量
が
な
く
、
夏
場
は
大
き

な
撚
糸
屋
さ
ん
に
手
伝
い
に
い
っ
て

い
ま
し
た
。
戦
争
が
激
し
く
な
る
と
、

仕
事
で
使
っ
て
い
た
モ
ー
タ
ー
な
ど

を
供
出
さ
せ
ら
れ
、
撚
糸
業
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
長
男
だ
か
ら
遠

く
に
行
け
ず
、
日
曹
製
作
所
長
岡
工

場
に
勤
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
船
の
エ

ン
ジ
ン
な
ど
を
造
っ
て
い
た
ん
で
す

よ
。
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
、
昭
和
2
0
年

8
月
－
日
の
長
岡
空
襲
、
死
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
運
よ
く
助
か
り
、
翌

日
に
は
十
日
町
に
逃
げ
帰
り
ま
し
た
。

戦
後
も
食
糧
事
情
が
悪
く
て
苦
労
し

ま
し
た
ね
。

　
現
在
は
、
公
民
館
の
高
齢
者
学
級

に
通
っ
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し
く
過

ご
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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地
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ー
、

　
　
、
　
　
ス
ー
パ
ー
特
急
の
車
両
力
1
0
月
2
7
日
佃
　
ほ
く
ほ
く

　
　
巴

　
　
伽
線
十
日
町
駅
構
内
で
一
般
公
開
さ
れ
、
一
目
見
よ
う
と

　
　
乗
い
う
た
く
さ
ん
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
．
今
回
一

　
　
な
般
公
開
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
特
急
（
愛
称
気
ノ
ー
ラ
ビ

は
適
ツ
ト
）
は
・
北
越
急
行
㈱
所
有
の
9
両
編
成
で
す
・
午

枡
轍
譜
鋤
強
特
鱒
講
鱗
都
諦
藩
鋤
騨

ン
カ
上
げ
ま
し
た
．
見
学
者
た
ち
ま
内
装
の
す
ま
ら
し
さ
に

コ
瀞
感
嘆
・
特
に
グ
？
ン
車
噛
は
「
飛
衡
の
フ
ァ
ー

本
る
ス
ト
ク
ラ
ス
み
た
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
・

基
明
ま
た
同
日
・
普
通
電
車
（
H
K
l
㎜
型
直
流
電
車
）

　
　
　
　
と
特
別
仕
様
の
イ
ベ
ン
ト
用
列
車
各
1
両
も
一
般
公
開

　
　
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
社
団
法
人
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
つ
　
設
立
1
0
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
・
1
0
月
2
2
日
㈹
ク

　
　
育
。
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
・
3
8
0
人
が
出
席
七
ま

拗
硫
肌
塾
爆
騒
搬
貯
鍔
薪
甕
諜

請
〃
ア
ト
ラ
ク
シ
・
ン
を
見
な
ガ
ら
鋸
料
理
に
舌
鼓
を

で
シ
　
打
ち
、
設
立
1
0
周
年
を
祝
し
ま
し
た

内
良
　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
山
、
同
齢
者
の
技
と
経
験
を
社
会
に
生

県
優
か
し
な
が
ら
、
山
、
同
齢
者
笙
き
が
い
を
持
っ
て
も
ら
お

　
　
　
　
う
と
、
昭
和
61
年
3
月
31
日
に
設
立
。
平
成
8
年
度
は
、

　
　
　
　
会
員
数
8
3
6
人
、
受
託
件
数
3
、
9
4
6
件
、
就
業

　
　
　
　
延
人
員
5
4
、
4
3
8
人
、
受
託
収
入
約
2
億
7
千
2

　
　
　
　
百
万
円
と
、
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

スポツト

馨

タオ・ウイン

　He”o，my　name　is　Thao　Nguyen．I　am　the　new

Assistant　Language　Teacher　at　Tokamachi　koko　and

Tsunan　koko．l　came　to　Japan　for　the　first　time　about

three　months　ago．I　am　from　Charlottesvi”e，Virginia　in

the　United　States．I　am23years　old．l　recently　graduat－

ed　from　the　University　of　Virginia　with　a　degree　in　Asian

studies　and　a　concentration　in　Japanese　history　and

government．

　l　am　interested　in　Japanese　culture　and　language．

I　speak　little　Japanese　but　hope　to　Iearn　how　during　my

stay　in　Japan．During　the　past　three　months，1have　met

so　many　Japanese　people　who　have　made　Iiving　in　Japan

such　a　great　experience．Thanks　for　the　wonderful　time1

、

世¢5⑮

こんにちは、私の名前はタオ・ウインです。十日町高校

と津南高校の新しいALTです。約3か月前に、初めて日本

に来ました。アメリカのバージニア州シャーロッツビルの

出身です。私は23歳で、アジア学専攻・日本の歴史と政府

の専門で、バージニア大学を卒業したばかりです。

日本の文化と歴史に興味を持っています。日本語はほと

んどできませんが、日本に居る問に勉強したいと思ってい

ます。この数か月の問に、すでに日本で暮らしている多く

の方々とお会いできたことはとてもいい経験になっていま

す。すばらしい時を与えていただいて、ありがとうござい

ます！
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婦3組を先頭に

先月優勝した女子クロカンチームと

ともに市長に優勝報告

　
第
1
回
N
S
カ
ッ
プ
新
潟
県
女
子
駅
伝
競
争
大
会
が

10

月
2
7
日
㈲
、
長
岡
市
営
陸
上
競
技
上
の
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
公
認
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
日
町
チ
ー
ム

は
、
北
信
越
高
校
選
抜
、
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
で
有
力

選
手
を
欠
く
中
、
駅
伝
王
国
の
意
地
を
見
せ
、
見
事
初

代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
優
勝
は
、
9

月
2
9
日
㈲
に
小
千
谷
市
で
行
わ
れ
た
「
県
郡
市
対
抗
女

子
ク
ロ
カ
ン
」
に
続
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
1
0
月
31
日
㈲
、
今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
と
女
子
ク
ロ
カ
ン
優
勝
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
本
田
市

長
を
訪
れ
、
優
勝
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
本
田
市
長
は

「
今
後
と
も
精
進
し
、
駅
伝
王
国
十
日
町
の
名
前
を
全

国
に
轟
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

夫
め
長
は
約
1
0
0
m
、
幅
員
は
車
道
6
・
O
m
・
全
幅
8
・

代
吻
5
m
で
・
東
に
信
濃
川
を
見
下
ろ
し
ま
寵

三
渡
開
通
式
で
は
、
ま
ず
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

の
の
続
い
て
、
今
岡
県
土
木
部
長
（
代
理
）
、
高
鳥
代
議
士
、

区
び
尾
身
県
議
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
花
火

地
喜
の
合
図
と
と
も
に
、
柳
三
代
吉
さ
ん
（
高
島
）
、
斎
木
喜

　
　
　
　
久
司
さ
ん
（
南
鐙
坂
）
、
栗
林
登
さ
ん
（
北
鐙
坂
）
の
三

　
　
　
　
組
の
三
代
夫
婦
を
先
頭
に
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
の
高
島
大
橋
が

完
成
し
、
1
1
月
1
日
働
現
地
に
お
い
て
地
元
関
係
者
や

工
事
関
係
者
ら
に
よ
る
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
島
か
ら
姿
入
り
口
ま
で
の
改
良
工
事

が
完
成
し
、
今
冬
か
ら
は
無
雪
化
さ
れ
ま
す
。
橋
の
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
保
保
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

◎
子
供
と
の
接
し
方
を
工
夫

　
十
日
町
市
の
平
成
7
年
の
出
生
数

は
、
4
3
5
人
で
し
た
。
昭
和
5
0
年

の
8
1
6
人
と
比
べ
る
と
約
半
数
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
・
少

子
化
等
の
影
響
で
子
供
と
接
す
る
機

会
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
か
、
最
近

乳
幼
児
健
診
で
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら

「
子
供
と
ど
ん
な
ふ
う
に
遊
ん
だ
ら

い
い
の
」
「
1
人
遊
び
が
上
手
で
母
の

所
に
よ
っ
て
こ
な
い
」
等
、
子
供
と

う
ま
く
か
か
わ
れ
な
い
と
い
う
相
談

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
子
供
は
、
大
好
き
な
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
と
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
知
的
能
力
・
運
動
発
達
・
食

欲
・
人
を
信
頼
し
か
か
わ
る
力
等
、

体
や
心
の
発
達
を
伸
ば
し
て
い
き
ま

す
。
◎
脳
に
は
適
度
な
刺
激
が
大
切

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の

脳
の
重
さ
は
、
大
人
の
4
分
の
ー
。

で
も
、
1
年
後
に
は
、
大
人
の
2
分

の
ー
ま
で
発
育
し
、
満
3
歳
で
は
大

人
の
脳
の
8
0
％
の
重
さ
に
達
し
て
い

ま
す
。
特
に
生
後
1
年
の
発
達
は
目

ざ
ま
し
く
、
こ
の
時
期
、
脳
の
神
経

回
路
の
基
礎
と
な
る
部
分
が
で
き
あ

が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
両
親
か
ら
、

抱
く
・
揺
さ
ぶ
っ
て
も
ら
う
な
ど
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
見
た
り
話
し
か
け

た
り
な
ど
の
刺
激
が
適
切
に
与
え
ら

れ
る
こ
と
で
、
よ
り
発
達
を
促
し
て

い
き
ま
す
。
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
遊
ぶ
の
は
本
来
子
供
に
と

っ
て
楽
し
い
こ
と
で
す
。
両
親
が
楽

し
ん
で
遊
ん
で
い
る
と
、
子
供
も
楽

し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
遊
び
の
紹
介

　
オ
モ
チ
ャ
が
な
い
か
ら
遊
べ
な
い

な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
に

あ
る
も
の
で
十
分
遊
べ
ま
す
。

①
毛
布
ブ
ラ
ン
コ
　
お
父
さ
ん
に
も

手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
赤
ち

ゃ
ん
は
揺
ら
す
く
ら
い
。
大
き
く
な

っ
た
ら
振
り
回
し
て
み
る
と
大
喜
び

で
す
。
（
首
が
す
わ
っ
た
4
か
月
こ
ろ

か
ら
）

璽

慎

②
小
麦
粉
粘
土
　
小
麦
粉
を
水
に
溶

い
て
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
固
さ
に
し
ま

す
。
こ
れ
で
粘
土
の
で
き
あ
が
り
。

こ
れ
な
ら
口
に
入
れ
て
も
大
丈
夫
。

ど
う
ぶ
つ
を
作
っ
た
り
感
触
も
楽
し

め
ま
す
。
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か
け
ま
せ
ん
か

劇
団
ど
た
ん
ば

　
　
　
　
　
第
1
2
回
公
演

霧
日
時
H
n
月
2
3
日
㈹
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
、
24
日
㈲
午
後
2
時
～
（
1

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
H
サ
ン
ク
ロ
ス
十

日
町
雛
演
目
H
バ
ン
ク
・
バ
ン
・
レ
ッ
ス
ン

霧
入
場
料
”
前
売
り
”
8
百
円
（
当
日
千

円
）
、
学
生
“
5
百
円
霧
問
合
せ
H
野
上
隆

一
（
午
後
9
時
～
11
時
盈
5
7
1
4
9
3
0
）

国
際
大
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー

霧
日
時
H
1
1
月
1
6
日
㈹
午
後
5
時
3
0
分
～

雛
場
所
判
国
際
大
学
講
堂
（
大
和
町
）
霧

参
加
費
H
5
百
円
笏
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
定
員

H
2
5
人
（
先
着
順
）
※
定
員
を
超
え
た
場

合
は
自
家
用
車
で
霧
申
込
み
H
社
会
教
育

課
（
公
民
館
内
智
5
7
1
5
0
L
1
）

お
や
こ
劇
場
例
会
晦
1
8

笏
日
時
H
1
2
月
1
日
㈲
午
後
2
時
3
0
分
～

霧
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー
ル
（
多
目
的
ホ

ー
ル
）
笏
出
演
H
影
絵
劇
団
か
か
し
座
（
お

星
さ
ま
の
色
え
ん
ぴ
つ
）
霧
間
合
せ
1
1
池

田
美
紀
（
北
新
田
2
・
夜
間
費
5

2
1
5
3

5
2
）

96
デ
ザ
イ
ン
マ
イ
ン
ド
フ
エ
ア

，

雛
会
期
H
n
月
2
1
日
㈲
～
2
4
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は
4
時
ま
で
）

笏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
笏
入
場
料
1
1
無
料
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

問
合
せ
H
ク
ロ
ス
ー
0
（
智
5
7
－
2
3
2
3
）

※
期
間
中
の
2
3
日
㈲
午
後
3
時
～
6
時
ま

で
、
ク
ロ
ス
ー
0
を
会
場
に
「
9
6
デ
ザ
イ
ン

マ
イ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

「
ア
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
上
映
会

雛
目
時
H
1
1
月
3
0
日
ω
午
後
2
時
3
0
分
～

霧
場
所
”
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
霧
入
場
料

H
3
百
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）
※
懇
談

『
会
参
加
希
望
者
は
別
に
4
千
円
霧
間
合
せ

H
「
ア
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
上
映
す
る

会
野
沢
恒
雄
（
費
0
2
5
5
1
7

2
1
0
2

2
7
）
ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
　
1
1
月
の
定
期
投
影

霧
日
時
H
n
月
1
7
日
㈲
・
2
4
日
㈲
午
前
1
1

時
～
4
0
分
間
霧
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー
ル

雛
入
場
料
H
一
般
”
2
百
円
、
中
学
生
以

下
“
百
円
霧
間
合
せ
H
中
里
村
教
育
委
員

会
（
盈
6
3
1
4
4
7
8
）
※
運
営
委
員
会

手
づ
く
り
に
よ
る
、
星
座
神
話
物
語
を
上

映
し
ま
す
。

◆
国
民
年
金
、
被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ

っ
た
と
き
は
届
け
出
を
　
国
民
年
金
の
被

保
険
者
の
種
別
は
3
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
①
第
1
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や

学
生
等
）
②
第
2
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
や
公
務
員
）
③
第
3
号
被
保
険
者

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
こ
の
被
保
険
者
の

種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
市

役
所
に
種
別
変
更
の
届
け
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
第
3
号
被
保
険
者

寄付ありがとう
旧月25日届け出分まで（敬称略）

囹社会福祉事業へ＝新潟県信

用組合十日町支店（8，160円）

スタミナクラブ（26，500円、

タオル・石けんほか）中条病

院病院祭実行委員会（20，000

円）匿名（50，000円）

囹羽根川荘へ＝仲好会（5，000

円）中条会（3，100円）土市朝

日老人クラブ（3，600円）

囹平成園へ＝匿名（20，000円）

囹赤い羽根街頭募金＝ボーイ

スカウト十日町一団（47，868

円）

囹なかさわ作業所へ＝東北電

力十日町営業所明灯会（19，

018円）

囹十日町市国際交流、文化ス

ポーッ基金へ二十日町ゴルフ

倶楽部（会長：樋口伸一・100，

000円）

幽博物館へ＝庭野重信（西寺

町）木村征男（稲荷町3北）

村山三枝（寿町1）小川エツ

（五軒新田）富井義策（中町）

高橋熊蔵（大黒沢1）

は
、
本
人
の
就
職
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者

の
転
職
や
退
職
に
よ
っ
て
も
種
別
が
変
わ

り
ま
す
。
笏
問
合
せ
H
市
民
課
年
金
係

◆
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
人
へ
　
国
保
の
加

入
者
で
、
出
稼
ぎ
の
た
め
保
険
証
を
家
族

と
分
け
る
必
要
の
あ
る
人
は
届
け
出
が
必

要
で
す
。
笏
届
け
出
に
必
要
な
物
U
①
保

険
証
②
印
鑑
③
行
き
先
の
住
所
笏
問
合
せ

H
保
健
衛
生
課
国
保
係
④
窓
口

◆
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
損
害
を
受

け
た
と
き
に
も
、
固
保
を
使
っ
て
治
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
国
保
が
負

担
し
た
分
は
、
後
日
国
保
が
加
害
者
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
保
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
被
害
届
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま

す
。
（
用
紙
は
国
保
係
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

届
け
出
が
な
い
場
合
、
国
保
が
使
え
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

笏
問
合
せ
H
保
健
衛
生
課
国
保
係

◆
心
の
健
康
相
談
　
笏
日
時
H
1
1
月
2
6
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
”
十
日

町
保
健
所
笏
担
当
医
H
須
賀
医
師
（
中
条

病
院
）
笏
間
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
盈

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課
保

健
衛
生
係

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
H
1
1
月
2
2
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町

保
健
所
勿
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
ま
た

は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
相
談
　
笏
日
時

H
1
1
月
2
6
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0

分
勿
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
そ
の
他
H

電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
膨
問
合
せ
判

十
日
町
保
健
所

◆
自
衛
官
募
集
　
笏
身
分
1
1
特
別
国
家
公

務
員
笏
資
格
H
満
1
8
歳
～
2
7
歳
未
満
の
男

女
勿
募
集
期
間
H
年
間
を
通
し
て
行
っ
て

い
ま
す
笏
間
合
せ
H
市
民
課
市
民
係
ま
た

は
自
衛
隊
新
潟
県
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張

所
（
智
0
2
5
8
－
3
3
1
0
2
5
6
）

◆
冬
期
循
環
解
雇
事
業
所
事
務
手
続
き
説

明
会
　
笏
日
時
H
n
月
2
0
日
㈱
午
後
1
時

30
分
～
笏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
笏
内
容
H
①

冬
期
循
環
雇
用
の
事
務
手
続
き
②
通
年
雇

用
奨
励
金
③
雇
用
継
続
給
付
制
度
④
高
齢

法
改
正
と
各
種
助
成
金
笏
問
合
せ
H
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
暦
5
7
1
2
4
0
7
）

◆
猫
を
捜
し
て
い
ま
す
　
見
か
け
た
人
は

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
笏
特
徴
H
①
オ
ス
4

歳
、
名
前
は
チ
ロ
②
尾
が
長
く
て
黒
色
③

顔
、
両
目
、
両
手
足
が
黒
色
④
眼
が
水
色
、

首
に
鈴
⑤
体
格
は
大
き
く
タ
ヌ
キ
に
似
て

い
る
笏
連
絡
先
1
1
野
上
文
由
（
高
島
2
智

57
－
6
9
5
5
）

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
ご
利
用
く
だ
さ

い
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
で
は
、

市
民
の
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
」
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

写
真
、
絵
画
、
書
道
、
工
作
な
ど
の
作
品

展
示
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
笏
ス
ペ
ー
ス

H
7
0
㎡
笏
開
放
期
間
H
平
成
8
年
n
月
～

9
年
3
月
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
祭
日
除
く
）
笏
利
用
料
金
H

無
料
勿
申
込
み
“
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
（
智
5
2
1
3
1
0
7
）

◆
大
型
テ
レ
ビ
番
組
「
で
っ
か
い
ぞ
〃
新

76



潟
」
放
映
　
笏
放
送
局
H
T
N
N
テ
レ
ビ

新
潟
放
送
網
（
メ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
2
9
φ
）

笏
日
時
口
第
1
部
髄
n
月
2
8
日
㈲
、
第
2

部
“
1
2
月
1
2
日
㈲
、
第
3
部
一
平
成
9
年

1
月
1
6
日
㈲
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
7

時
～
7
時
5
4
分
）
笏
問
合
せ
H
新
潟
県
広

報
広
聴
課
（
盈
鰯
ー
獅
1
5
5
1
1
）

加
し
ま
せ
ん
か

雪
上
コ
ー
ラ
ス
隊

「
雪
組
」
メ
ン
バ
ー
募
集

　
雪
ま
つ
り
の
カ
ー
ニ
バ
ル
舞
台
で
歌
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
霧
資
格
H
中
学
生
以
上

の
男
女
（
当
日
ま
で
に
数
回
の
練
習
あ
り
）

霧
募
集
人
員
H
百
人
程
度
霧
申
込
み
H
1
1

月
3
0
日
㈲
ま
で
に
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
事
務

局
（
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
内
暦
5
7

1
9
1
1
1
・
F
A
X
5
7
1
9
1
1
6
）

第
2
回
市
民
書
初
め
大
会

雛
日
時
H
平
成
9
年
1
月
1
9
日
㈲
午
前
9

時
3
0
分
～
正
午
霧
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
雛
参

加
費
H
一
般
（
高
校
生
含
む
）
”
千
円
、

中
学
生
以
下
“
5
百
円
務
申
込
み
H
平
成

9
年
1
月
1
0
日
働
ま
で
に
申
込
書
（
各
地

区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）
に
よ
り
、

澄
雄
（
姿
1
費
5
8
1
2
1
8
4
）

朗
読
の
勉
強
会

田
中

影
日
時
H
1
1
月
1
6
日
ω
午
後
1
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

霧
場
所
H
公
民
館
本
館
雛
講
師
H
小
西
慧

ど
う道
氏
（
元
N
S
T
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
雛
間

合
せ
H
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
（
数
藤
洋

子
暦
5
7
－
4
7
6
0
）

自
然
に
親
し
む
親
子
の
つ
ど
い

雛
期
間
H
1
2
月
1
4
日
㈹
～
1
5
日
㈲
（
1
泊

2
日
）
笏
場
所
H
新
潟
県
少
年
自
然
の
家

（
北
蒲
原
郡
中
条
町
）
雛
対
象
H
小
・
中

学
生
と
そ
の
親
笏
定
員
H
百
人
（
先
着
順
）

霧
参
加
費
H
3
千
5
百
円
笏
持
ち
物
H
運

動
ぐ
つ
（
内
ば
き
用
）
、
着
替
え
、
活
動
で

き
る
服
装
、
洗
面
用
具
、
保
険
証
、
筆
記

用
具
雛
申
込
み
H
1
1
月
1
4
日
㈲
～
2
0
日
㈱

の
間
に
新
潟
県
少
年
自
然
の
家
（
暦
0
2

5
4
1
4
6
1
2
2
2
4
）

リ
ゾ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

霧
日
時
H
1
1
月
2
0
日
㈱
午
後
1
時
～
纏
場

所
H
小
出
郷
文
化
会
館
雛
内
容
H
魅
力
あ

る
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
を
考
え
る
霧
参
加
費

H
無
料
霧
定
員
H
3
百
人
（
先
着
順
）
笏
申

込
み
H
新
潟
県
庁
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
（
〒

蜘
新
潟
市
新
光
町
4
1
1
奮
伽
－
獅
1
5

5
1
1
・
F
A
X
幡
ー
獅
ー
3
7
9
0
）

屋
外
広
告
物
講
習
会

笏
日
時
H
1
2
月
5
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
5
時
霧
場
所
H
新
潟
県
庁
雛
受
講

料
H
3
千
5
百
円
（
県
収
入
証
紙
で
）
雛

申
込
み
H
1
1
月
2
6
日
㈹
ま
で
に
県
庁
土
木

部
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
（
智
鰯
－
旛

ー
5
5
1
1
）

21

世
紀
N
ー
ー
G
A
T
A

　
　
新
時
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

霧
日
時
目
1
2
月
3
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

5
時
霧
場
所
H
ホ
テ
ル
新
潟
（
新
潟
市
）

、

霧
テ
ー
マ
ロ
地
球
規
模
の
人
口
増
加
と
食

料
問
題
（
基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
）
雛
申
込
み
H
県
庁
企
画
第
1

班
（
智
晒
i
獅
1
5
5
1
1
）

ラ
ム
サ
ー
ル

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
新
潟

雛
日
時
H
1
1
月
2
8
日
㈲
～
3
0
日
ω
霧
場
所

H
新
潟
市
万
代
市
民
会
館
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
会
場
）
、
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
（
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
）
、
佐
潟
（
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
会
場
）
霧
問
合
せ
H
ラ
ム
サ
ー
ル

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
新
潟
実
行
委
員
会
事
務
局

（
盈
幡
ー
踊
1
1
2
0
7
）

巡
回
対
応
セ
ミ
ナ
ー

霧
日
時
H
n
月
1
8
日
㈲
午
後
1
時
～
4
時

30
分
笏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
霧
内
容
H
「
笑

顔
も
給
料
の
う
ち
」
～
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
磨
い
て
差
を
つ
け
る
～
霧
参
加
費
H
千

円
（
ユ
ー
ザ
協
会
会
員
事
業
所
は
無
料
）

霧
申
込
み
H
N
T
T
六
日
町
営
業
支
店
内

ユ
ー
ザ
協
会
事
務
局
（
費
0
2
5
7
1
7
0

1
9
1
1
1
）

ス
ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク
＆
体
力
テ
ス
ト
〉

務
日
時
”
n
月
2
8
日
㈲
午
後
7
時
～
雛
場

所
月
総
合
体
育
館
霧
指
導
H
関
口
陽
子
さ

ん
霧
参
加
費
H
3
百
円
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

診
断
料
）
影
間
合
せ
H
総
合
体
育
館
（
暦

52
1
4
3
7
7
）

〈
第
1
8
回
十
日
町
新
雪
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
〉

笏
日
時
H
平
成
9
年
1
月
2
日
㈲
午
前
8

時
3
0
分
受
付
開
始
（
1
0
時
開
会
式
）
笏
集

合
場
所
H
十
日
町
中
学
校
雛
種
目
・
コ
ー

ス
H
3
㎞
、
5
㎞
、
1
0
㎞
、
ハ
ー
フ
（
十

日
町
中
学
校
発
着
、
県
道
及
び
国
道
2
5

2
号
折
返
し
）
霧
参
加
費
H
一
般
”
2
千

円
、
高
校
生
以
下
H
千
円
雛
申
込
み
H
1
2

月
1
0
日
㈹
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
大

久
保
善
雄
（
新
座
1
智
5
7
－
8
6
3
8
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
募

集
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おまちしてます

おじゃまします

暖頼塞
〃
吟
、

12月は9日（月）です

時　間　午後7時～9時
　　　　（先着2組、1組50分）

会　場　市長室

申し込み　11月22日働までに企画人

　　　　事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

　合う「おじゃまします暖和室」は

　随時受け付けています。

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（商工観光課費52－5569）へ。

ゆず‘」ます一…

品　　　　名 規　格 希望価格

F A　　X 機 東芝コピックス 5万円
セミダブルベツド パイプ製 2千円
コ ピ　　ー 機 ミタ、DC－A－2Z2 無　料

ウィンドサーフィン用具』式 ウヱントスーツ2着付 8万円
50ccスクーター ホンダ、赤 1万5千円
ワ 一　　プ 口 カシオワード63年型 3万円
軽 自　動 車 スバルレツクス、赤 5万円
乗 用 車 シビ咳シャトノk63年型 3万円
石油ス　トーブ 6畳用 相談で

ポータブルミシン ノ／

ロック　ミシン ノノ

風 呂 釜 市営住宅対応ガス式 ノ／

浴 槽 ノノ 〃

主
大 顔 器 新　品 15万円

精 米 機 一俵用 相談で

ポイール付タイヤ4本 ドミンゴ用、新品同様 1本3千円

学 習 机 無　料

百 科　辞
曲
！
　
￥ 全12巻 ／／

石 油　タ　ン ク 4902入
ノノ

ゆずってください一一

ノルディック用ブーッ 23．Ocm 相談で

洗　　　濯 機 ノ／

ノ／

2槽式 〃

ベビーたんす ／／

室内用すべり台 〃

ベ　ビ　ー　カ 一 3～5千円

マウンテンバイク 24～26インチ 3千円
石油ファンヒーターまたは石油ストーブ 無　料

アルペンスキー用具一式 ブーツ27～27．5cm 相談で

ルームランナー 電動式に限る ／／

小　型除雪機 ノ／

手織織　り 機 ／／

海釣り用サオ 防波堤用 ／／

50ccスクーター 2～3万円

大人用自転車 24インチ 2千円
ポータブルミシン 5千円
ミニ四駆用コース 相談で
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臨
　
、
繋
騰
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩

熱
鱒
膿
．

⑯

難

v

動
　
　
難

鑛
　
難
・

難
灘
繍
難
雛
饗

　
市
内
に
は
、
三
十
箇
所
の
地
す
べ

り
防
止
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

面
積
は
一
八
六
・
五
診
、
市
域
の
○
・

九
欝
に
あ
た
り
ま
す
。

　
地
す
べ
り
は
、
信
濃
川
両
岸
の
山

間
地
で
、
百
七
十
万
年
く
ら
い
前
に

堆
積
し
て
隆
起
し
た
、
魚
沼
層
と
呼

ば
れ
る
地
層
が
分
布
し
て
い
る
地
域

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
地
す
べ
り
は
、
融
雪
・
秋
雨
・
梅

雨
の
時
期
に
多
く
発
生
す
る
の
で
、

地
下
水
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
地
下
水
を
含
ん
だ
泥
岩
層
が
粘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
、
鐙

　
　
　
　
　
灘
霧
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹
嚢
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
驚

土
化
し
、
上
の
地
層
の
重
量
を
支
え

き
れ
ず
に
、
低
い
方
に
動
き
始
め
る

の
で
す
。

　
し
か
し
、
地
す
べ
り
の
跡
地
は
、

比
較
的
平
旦
で
湧
水
が
あ
る
こ
と
、

地
層
が
か
く
ら
ん
さ
れ
て
地
味
が
良

い
こ
と
、
な
ど
か
ら
生
活
の
適
地
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
中
条
地
区
の
新
水
は
、
江
戸
時
代

に
は
し
ば
し
ば
地
す
べ
り
に
見
舞
わ

れ
た
村
で
す
。
安
永
五
年
（
一
七
七

六
）
に
裏
山
が
崩
れ
て
地
す
べ
り
が

始
ま
り
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
、

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
、
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
、
同
十
五
年
に
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
有
様
は
「
家
三
軒
が
つ
ぶ
れ
、

数
軒
が
破
損
、
井
戸
は
中
ほ
ど
で
く

い
違
い
、
耕
地
が
小
山
の
よ
う
に
盛

り
上
が
っ
た
所
も
あ
る
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

に
な
る
と
湧
水
も
止
ま
り
、
宇
田
ケ

沢
か
ら
新
し
い
用
水
路
を
掘
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
、
裏
山
に
新
し
い

亀
裂
が
発
見
さ
れ
、
新
水
と
反
対
の

北
東
方
向
へ
す
べ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
現
在
、
地
下
水
を

抜
く
集
水
井
戸
や
谷
止
工
な
ど
の
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　イ　チ　イ　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　魚沼三山など高い山では白い雪景色が見ら　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　れるようになりました。その冬景色の中に常　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　緑で、周りが赤く中に黄褐色の種子がのぞく　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　かわいい形の果実を付けるイチイが目をひき　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　ます。イチイは北海道や本州中部以北に分布し、苗場山などの1，000m以上の　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　山岳地に多く見られる常緑針葉樹です。幹は低木化して地をはい、葉並びは　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　乱れて放射状になっていることが多い。果実は、周りの肉質の赤い部分は種　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　皮といい甘く食べられますが、種子は猛毒を含んでいます。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　イチイの名は、天皇や貴族が束帯時に手で持った笏（しゃく、板片）の材　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　料として最も優れていた（一位）ことから付いたと言われます。また、イチ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　イやその仲間のキャラボクは庭園樹や公園樹として植樹されており、学校や　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　公園などで見られることがあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　
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十日町市民の動き

（10月末日現在）

45，192人（前月比一30）

22，205人（〃　一14）

22，987人（ノソ　ー16）

ロ
男
女

人■

12，841　（前目比一1）■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
「
“
雪
国
と
お
か
ま
ち
”
を
も
っ
と
住

み
よ
い
所
に
し
た
い
」
と
様
々
な
工
夫

を
重
ね
て
い
る
十
日
町
市
を
全
国
の
人

た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、

十
日
町
市
が
発
行
し
て
い
る
冊
子
に
、

「
雪
国
と
お
か
ま
ち
」
が
あ
り
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
全
国
か
ら
多
数
の

ご
注
文
を
い
た
だ
き
売
り
切
れ
状
態
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
第

2
刷
を
発
行
し
ま
し
た
。
新
し
い
デ
ー

タ
や
写
真
も
い
っ
ぱ
い
で
す
（
1
冊
2

千
円
、
郵
送
料
別
）
。
ま
た
、
新
し
い
市

勢
要
覧
も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
雪
国
の
楽
し
い
こ

と
が
再
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
広
報
広
聴
係
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
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